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　２月に行われたソチオリンピックには、北秋田市か
らノルディック複合に阿仁出身の湊祐介選手、バイア
スロンには合川出身の鈴木芙由子選手が代表として
出場し、世界の強豪を相手に健闘しました。
　競技日には市民が集まってパブリックビューイン
グが行われ、スクリーンに選手が映るたびに大きな声
援と拍手が沸き起こりまりした。

～ソチオリンピック2014～～ソチオリンピック2014～～ソチオリンピック2014～

故郷からの大声援故郷からの大声援故郷からの大声援故郷からの大声援故郷からの大声援故郷からの大声援
ソチまで届け！ソチまで届け！ソチまで届け！ソチまで届け！ソチまで届け！ソチまで届け！
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投
票
で 

あ
な
た
の
声
を 

届
け
よ
う

　
北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙（
３
月
16
日
告
示
）が
、

３
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
託
す
人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙

で
す
。
私
た
ち
の
明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

 

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 　
　
　
　
　
　

☎
62‐

６
６
１
４

せ
ん
き
ょ

北秋田市選挙管理委員会
北秋田市明るい選挙推進協議会

投票日は３月23日(日)

　
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を
い
ず

れ
も
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

①
平
成
６
年
３
月
24
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
25
年
12
月
15
日
以
前
か
ら
北

秋
田
市
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
方
は
、

入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
進
学
や
就
職
等
で
北
秋
田
市
に

住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
実
際
に
は
他
の
市

町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
日

　

平
成
26
年
３
月
23
日（
日
）

▽
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
一
部
除
く
）

　
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
は
１
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
２
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
葛
黒

▽
合
川
地
区　
摩
当
、
鎌
沢

▽
森
吉
地
区　
浦
田
、
前
田
、
巻
渕

▽
阿
仁
地
区　
吉
田
、
銀
山
水
無
、
荒
瀬
、

　
　
　
　
　
　
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、

　
　
　
　
　
　
中
村

投
票
は
、
市
内
38
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
一
覧
を
掲
載
）

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得

な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」に
、あ
ら
か
じ
め
請
求
日
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
及

び
理
由
を
記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
で
は
、
い
と
く
鷹
巣

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
期
日
前
投
票

所
を
追
加
開
設
し
ま
す
。

○
不
在
者
投
票

　
仕
事
（
出
張
・
出
稼
ぎ
）
や
旅
行
等
で

選
挙
期
間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在

者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
封
書
に
入
れ
て
北
秋
田

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
こ
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介

護
保
険
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日

の
午
後
８
時
30
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

自
動
車
で
お
越
し
の
際
は
で
き
る
だ
け
乗

り
合
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
投
票
で
き
る
方

 

■
投
票
日
・
投
票
時
間

北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
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北秋田市議会議員一般選挙

■北秋田市役所本庁
　時間：午前８時30分～午後８時

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：午前８時30分～午後７時

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：午前10時～午後７時

■北秋田市役所本庁
　時間：午前８時30分～午後８時

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：午前８時30分～午後７時

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：午前10時～午後７時

◇今回の選挙では、大型ショッピングセ
ンター内にも期日前投票所を開設します

場所及び開設期間場所及び開設期間

　
次
の
投
票
区
は
投
票
所
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

○
李
岱
投
票
区

【
変
更
前
】

　
李
岱
研
修
施
設

　
　
　
←

【
変
更
後
】

　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
合
川
公
民
館
）

衣料品
売　場 書店

（投票所）

靴店

正面入口

食料品売場

　
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を
い
ず

れ
も
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

①
平
成
６
年
３
月
24
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
25
年
12
月
15
日
以
前
か
ら
北

秋
田
市
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
方
は
、

入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
進
学
や
就
職
等
で
北
秋
田
市
に

住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
実
際
に
は
他
の
市

町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
日

　

平
成
26
年
３
月
23
日（
日
）

▽
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
一
部
除
く
）

　
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
は
１
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
２
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
葛
黒

▽
合
川
地
区　
摩
当
、
鎌
沢

▽
森
吉
地
区　
浦
田
、
前
田
、
巻
渕

▽
阿
仁
地
区　
吉
田
、
銀
山
水
無
、
荒
瀬
、

　
　
　
　
　
　
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、

　
　
　
　
　
　
中
村

投
票
は
、
市
内
38
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
一
覧
を
掲
載
）

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得

な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」に
、あ
ら
か
じ
め
請
求
日
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
及

び
理
由
を
記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
で
は
、
い
と
く
鷹
巣

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
期
日
前
投
票

所
を
追
加
開
設
し
ま
す
。

○
不
在
者
投
票

　
仕
事
（
出
張
・
出
稼
ぎ
）
や
旅
行
等
で

選
挙
期
間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在

者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
封
書
に
入
れ
て
北
秋
田

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
こ
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介

護
保
険
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日

の
午
後
８
時
30
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行

い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

自
動
車
で
お
越
し
の
際
は
で
き
る
だ
け
乗

り
合
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
不
在
者
投
票

 

■
期
日
前
投
票

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

 

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館

平成26年３月17日（月）から
　　　　３月22日（土）まで
※期日前投票の期間はいずれの会場も同じです。

期日前投票所期日前投票所

○
い
と
く
鷹
巣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
　
　
セ
ン
タ
ー
期
日
前
投
票
所

【
住
所
】　
北
秋
田
市
栄
字
前
綱
76

いとく鷹巣ショッピングセンターいとく鷹巣ショッピングセンター

イオンたかのす
ショッピング
　　　センター

イオンたかのす
ショッピング
　　　センター

いとく
たかのすモール
いとく
たかのすモール

ローソンローソン

105105
いとく鷹巣
ショッピングセンター

（投票時間：午前10時～午後７時）（投票時間：午前10時～午後７時）



※　　の色の付いた投票所＝７時～18時
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北秋田市議会議員一般選挙　投票所

北秋田市議会議員一般選挙北秋田市議会議員一般選挙 投票所と時間投票所と時間

　昨年７月の参議院選挙から投票区・投票所が一部変更になりました。
　次の一覧および投票所入場券の「投票所欄」をご確認ください。

合川地区 李岱投票区は投票所が昨年の参議院選挙時より更に変更になっています。ご注意ください。

投票日は３月23日(日)

鷹巣第１

鷹巣第２

鷹巣第３

南 鷹 巣

栄

綴 子

田子ヶ沢

糠 沢

田 中

坊 沢

緑 ヶ 丘

今 泉

前 山

小 森

沢 口

七 日 市

葛 黒

上 杉

合川駅前

金 沢

鷹巣中央保育園

中央公民館

北秋田市交流センター

舟場自治会館

サテライトステーションさかえ

綴子基幹集落センター

田子ヶ沢セリ集荷所

糠沢集落会館

田中総合センター

坊沢公民館

緑ヶ丘担い手センター

今泉交流センター

前山森林交流センター

小森自治会館

沢口林業センター

七日市基幹集落センター

葛黒林業センター

合川東小学校

北秋田市合川庁舎

合川公民館金沢分館

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

木 戸 石

李 岱

摩 当

鎌 沢

米 内 沢

本 城

米内沢駅前

大 野 岱

浦 田

前 田

巻 渕

吉 田

銀山水無

荒 瀬

伏 影

根 子

比 立 内

中 村

木戸石児童館

農村環境改善センター
（合川公民館）

摩当活性化施設

鎌沢生活改善センター

森吉コミュニティセンター

本城コミュニティセンター

米内沢駅前自治会館

大沢会館

浦田交流センター

前田駅前自治会館

根森田コミュニティセンター

吉田自治会館（旧吉田分館）

北秋田市阿仁庁舎

荒瀬地区コミュニティセンター

旧阿仁公民館伏影分館

根子児童館

農村環境改善センター

中村地区コミュニティセンター

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

※変更になりました

投票区 投　票　所 投票所の
開閉時間投票区 投　票　所 投票所の

開閉時間
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第９回全国どぶろく研究大会in北秋田

第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in
北
秋
田

第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in
北
秋
田

　
当
研
究
大
会
は
、
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ

く
研
究
大
会
実
行
委
員
会
（
上
杉
二
三
男

会
長
）
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ど

ぶ
ろ
く
特
区
の
認
定
を
受
け
た
全
国
の
製

造
者
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
活
用
方

法
や
地
域
へ
の
波
及
効
果
等
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
平
成
18
年
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
今
回
が
９
回
目
の
開
催
で
す
。

　
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
上
杉
会
長
や
津
谷
市
長
が
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
に
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
た
ほ
か
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
本
城
奈
々
さ
ん
と
秋
田
県
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ス
ギ
ッ
チ
』、

北
秋
田
市
の
特
産
品
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅

の
マ
ス
コ
ッ
ト
『
バ
タ
も
っ
ち
』
が
登
場

し
、
今
年
の
10
月
に
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

る
『
第
29
回
国
民
文
化
祭
』
の
Ｐ
Ｒ
を
し

ま
し
た
。

全
国
か
ら「
ど
ぶ
ろ
く
」が
大
集
合

全
国
か
ら「
ど
ぶ
ろ
く
」が
大
集
合

　
「
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in
北
秋
田
」
が
１
月
23
日
、
24
日

の
２
日
間
、
北
秋
田
市
文
化
会
館
と
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
２
４
０
人
を
超
え
る
『
ど
ぶ
ろ
く
』
の
製
造
者

や
関
係
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
終
了
後
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

基
調
講
演
で
は
、
作
家
で
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア

大
学
客
員
教
授
の
石
川
好
氏
が
講
師
を
務

め
、『
ど
ぶ
ろ
く
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
石
川
氏
は
、

ど
ぶ
ろ
く
を
売
り
込
む
に
は
組
み
合
わ
せ

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら

「
ど
ぶ
ろ
く
一
つ
で
観
光
客
を
呼
び
込
む

の
は
困
難
。
こ
の
北
秋
田
市
で
あ
れ
ば
内

陸
線
や
森
吉
山
、
マ
タ
ギ
の
文
化
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
地
域
の
資
源
や
文
化
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
ぶ
ろ
く
と
地

域
資
源
の
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
を
増
し
、
観

光
業
を
は
じ
め
地
域
に
波
及
す
る
こ
と
が
、

ど
ぶ
ろ
く
を
生
か
し
た
地
域
お
こ
し
で
あ

る
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
に
会
場
を
北
秋
田
市
交
流

セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
試
飲
会
・
交
流
会
や

ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
さ
れ
た
１
０
５
銘
柄
の
ど
ぶ
ろ
く
が

並
び
、
参
加
者
は
全
国
の
ど
ぶ
ろ
く
を
一

つ
一
つ
、
香
り
や
味
を
確
か
め
な
が
ら
試

飲
す
る
と
と
も
に
、
市
内
の
特
産
品
を
使

用
し
た
多
く
の
料
理
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
根
子

番
楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
『
根
子
番
楽
』
を
披
露
し
、

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
調
子
に
合
わ
せ
た
数
々

の
舞
で
、
参
加
者
の
目
を
く
ぎ
付
け
に
し

ま
し
た
。
交
流
会
の
最
後
に
は
、『
ど
ぶ
ろ

く
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
結
果
発
表
が
行
わ
れ
、

淡
麗
の
部
の
最
優
秀
賞
は
、
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
由
紀
っ
娘
（
愛
媛
県
東
温
市
）
の

「
由
紀
っ
娘
物
語
（
中
辛
）」
が
、
濃
芳
醇

の
部
の
最
優
秀
賞
は
、
農
家
食
堂
フ
ァ
ミ

リ
ー
大
杉
（
高
知
県
大
豊
町
）
の
「
大
杉

の
ど
ぶ
ろ
く
『
輝
』
甘
口
」
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
事

例
発
表
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
事
例
発

表
で
は
、
山
形
県
飯
豊
町
、
富
山
県
南
砺

市
、
高
知
県
大
豊
町
の
３
市
町
が
、
ど
ぶ

ろ
く
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
発
表
し
、

そ
の
後
に
参
加
者
か
ら
発
表
者
に
質
問
を

し
な
が
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
の
閉
会
式
で
は
、
参
加
者
全
員
が

来
年
開
催
の
北
近
畿
地
方
で
再
会
で
き
る

こ
と
を
願
い
閉
会
し
ま
し
た
。

●
文
化
会
館
で
開
会
式

●
ど
ぶ
ろ
く
と
特
産
品
を
堪
能

●
ど
ぶ
ろ
く
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化

い 

い 

で

な 

ん 

と

お
お
と
よ

と
う
お
ん

●
来
年
の
再
会
を
願
う

 ▲105 銘柄もの全国のどぶろくを飲み比べ  ▲文化会館で行われた開会式
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　市職員の給与等の実態について、平成25年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づき、その概要をお知らせします。
　なお、同調査結果については、３月中に市ホームページに掲載のうえ公表する予定です。

※市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

職員の給与・定員管理について職員の給与・定員管理について
公表します‥‥「公務員給与実態調査」から

 35,805

22,978,367

464,585

4,204,176

18.3

人　

千円

千円

千円

％　

※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます
人　件　費
人件費以外

●人件費の状況（平成24年度普通会計決算）

　住民基本台帳人口

　歳　　出　　額　　Ａ

　実　　質　　収　　支

　人　　件　　費　　Ｂ

人件費率（Ｂ／Ａ）　　  24年度

●職員給与費の状況（平成25年度一般会計当初予算） ※特別会計職員を除く一般職員

●平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成25年４月１日現在）

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等が含まれます

●初任給の状況（平成25年４月１日現在）

※初任給は、国と同基準です

※住民基本台帳人口は、平成25年3月31日現在です
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に繰り越
　すべき財源を控除した決算額です

187億7419万1千円187億7419万1千円

42億417万6千円42億417万6千円

給　　　　与　　　　費
職 員 数

給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計

一人当たり
給　与　費
（Ｂ／Ａ）ＢＡ

人
450

千円
1,671,912

千円
  307,212

千円
618,332

千円
2,597,456

千円
5,772

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
円

325,373
　　　　　　円
370,087 44歳3ヵ月

　　　　　　円
309,644

　　　　　　円
323,813 55歳1ヵ月

区　　　分 大　学　卒 高　校　卒

一般行政職 　　　　　　　円
172,200

　　　　　　　円
140,100
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●経験年数別・学歴別平均給料月額（平成25年４月１日現在）

●定員の状況・部門別職員数（各年４月１日現在）

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 Ｈ25Ｈ24

●一般行政職の級別職員数（平成25年４月１日現在）

●一般職の期末・勤勉支給割合（平成25年度)

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門（教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計
※教育長を含み、臨時職員等含まず

5
90
24
80
40
0
21
12
20
292
66
96
454
30
13
7
19
69
523

0
△ 4
0

 △ 2
   0

0
  0
0
1

△ 5
△ 3
2

 △ 6
△ 2
0
0
0

△ 2
△ 8

5
86
24
78
40
0
21
12
21
287
63
98
448
28
13
7
19
67
515

税務職・保健職・企業職・技能労務職・
福祉職・教育職・医療職を除きます。

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

8.96
7.17
30.47
21.51
20.07
8.24
3.58

100.00

25
20
85
60
56
23
10
279

主　　事
主　　任
主　　査
副 主 幹
主　　幹
課　　長
部　　長

１ 級
２ 級
３ 級
４ 級
５ 級
６ 級
７ 級

【扶養手当】
　・配偶者
　・その他
　・特定扶養の加算額
　・配偶者のない１人目

【住居手当】
　・借　家
　
【通勤手当】
　・交通機関利用
　・交通用具（自動車等）

13,000円
6,500円
5,000円
11,000円

最高27,000円

最高55,000円
最高24,500円

●扶養手当・住居手当・通勤手当

※国の支給割合と同じです

区　分
　６月期
１２月期
合　計

期 末 手 当
1.225 月分
1.375 月分
2.600 月分

勤 勉 手 当
0.675 月分
0.675 月分
1.350 月分

●特別職の報酬額等の状況
区　分
市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847,000 円
624,000 円
552,000 円

266,000 円
244,000 円
232,000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当
６月期 1.375月分
12月期 1.550月分
合　計 2.925月分

６月期 1.200月分
12月期 1.350月分
合　計 2.550月分

（教育長）

※教育長には、勤勉手当も支給（支給割合は一般職と同じ）

人 ％

円 円 円

円 円 円

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

224,000

188,900

259,000

223,300

304,200

272,100
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第20回鷹巣もちっこ市／客室付き圧雪車を導入

第
20
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市

冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着

客
室
付
き
圧
雪
車
を
導
入

　
第
20
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
が
２
月
８
日

と
９
日
、
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
を
会
場
に

開
か
れ
、
餅
や
各
種
特
産
品
な
ど
を
買
い

求
め
る
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
も
ち
っ
こ
市
は
北
秋
田
市
鷹
巣
物
産
協

会
（
村
井
松
悦
会
長
）
の
主
催
で
、
小
正

月
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま

す
。

　
雪
の
御
堂
の
前
で
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
関
係
者
が
神
事
に
参
列
し

て
玉
串
を
奉
て
ん
し
、
誘
客
と
イ
ベ
ン
ト

の
成
功
を
祈
願
。
神
事
の
後
、
村
井
会
長

が
「
大
館
の
ア
メ
ッ
コ
市
へ
行
く
車
を
見

て
、
少
し
で
も
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い

と
始
め
た
も
ち
っ
こ
市
も
、
お
か
げ
で
二

市
営
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場

十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ

タ
ー
餅
が
こ
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
っ
た
の
も
、

も
ち
っ
こ
市
が
あ
っ
た
お
か
げ
。
第
２
、

第
３
の
バ
タ
ー
餅
が
生
ま
れ
る
よ
う
知
恵

を
絞
り
な
が
ら
、
県
北
の
冬
の
風
物
詩
と

し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
主

催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来

賓
の
津
谷
市
長
と
金
田
勝
年
衆
議
院
議
員
、

近
藤
健
一
郎
県
議
会
議
員
が
あ
い
さ
つ
、

こ
の
う
ち
津
谷
市
長
は
「
餅
を
始
め
、
地

域
の
様
々
な
食
材
を
使
っ
た
も
の
が
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
バ
タ
ー
餅
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

と
述
べ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
商

売
繁
盛
や
家
内
安
全
な
ど
を
願
い
、
餅
ま

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
特
設
テ
ン
ト
で
は
、
バ
タ
ー
餅

や
切
り
餅
、
お
焼
き
、
大
福
餅
、
干
し
餅

と
い
っ
た
各
種
手
づ
く
り
の
餅
か
ら
ケ
ー

キ
等
の
洋
菓
子
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
や
白
菜

漬
け
な
ど
の
漬
物
類
の
ほ
か
、
馬
肉
の
煮

込
み
な
ど
地
元
の
特
産
品
が
ズ
ラ
リ
と
並

び
、
来
場
者
が
お
目
当
て
の
商
品
を
探
し

な
が
ら
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縁
起
物
の
枝
餅
の
販
売
や
餅
つ

き
、
重
量
を
当
て
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ほ

か
、
お
し
る
こ
が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
市
営
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
に
20
人
乗

り
の
客
室
付
き
圧
雪
車
が
導
入
さ
れ
、
２

月
１
日
か
ら
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
強
風

な
ど
で
ゴ
ン
ド
ラ
が
運
休
し
た
際
に
は
、

団
体
予
約
客
を
乗
せ
て
ス
キ
ー
場
内
の
特

設
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。　

　
圧
雪
車
は
ド
イ
ツ
製
。
客
室
は
車
両
後

部
に
設
置
さ
れ
、
折
り
た
た
み
式
の
ベ
ン

チ
シ
ー
ト
、
暖
房
、
転
倒
時
の
緊
急
脱
出

口
を
装
備
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
客
室
を

取
り
外
し
て
ゲ
レ
ン
デ
の
整
備
を
行
い
ま

す
が
、
予
約
時
に
は
客
室
を
付
け
て
対
応

し
ま
す
。
こ
の
圧
雪
車
は
、
北
秋
田
市
と

秋
田
県
が
本
年
度
か
ら
協
働
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
森
吉
山
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
で
導
入
し
ま
し
た
。

　
ゲ
レ
ン
デ
に
は
約
１
時
間
程
度
の
特
設

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
自
然
の
景
色
や
雪

遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
料
金

は
、
ゴ
ン
ド
ラ
料
金
と
同
額
の
大
人
１
６

０
０
円
、
小
学
生
８
０
０
円
。
５
人
以
上

で
乗
車
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
を
す

れ
ば
運
行
し
ま
す
。

　

２
月
下
旬
に
は
、
圧
雪
車
を
使
用
し
た

「
夜
の
樹
氷
鑑
賞
会
」
を
企
画
。
ま
た
、

ゴ
ン
ド
ラ
の
運
行
が
終
了
す
る
４
月
に
は
、

登
山
客
や
山
ス
キ
ー
客
へ
の
送
迎
に
も
使

用
す
る
予
定
で
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場

で
の
新
た
な
楽
し
み
が
広
が
り
、
誘
客
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲試乗体験で、圧雪車に乗り込むスキー
客の皆さん

▲特設のテントで、手作りの餅などを買
い求める来場者

▲圧雪車の客室は、最大で 20 人が乗車
できます
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津谷市長定例記者会見／市長ダイアリー

　
津
谷
市
長
の
定
例
記
者
会
見
が
、
２
月

７
日
、
市
役
所
で
開
か
れ
、
市
議
会
３
月

定
例
会
へ
上
程
す
る
案
件
や
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
施
設
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
に
上
程
す
る
新
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
「 

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
で
あ
る
合
川
小
学
校
整
備
事
業
、
伊
勢

堂
岱
遺
跡
見
学
環
境
整
備
事
業
、（
仮
称
）

生
涯
学
習
交
流
施
設
建
設
事
業
な
ど
の
大

型
建
設
事
業
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

予
算
総
額
は
前
年
比
で
約
40
億
円
増
と

な
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
脇
神
地
区
の
ケ
ア
タ
ウ
ン
た

か
の
す
脇
の
市
有
地
へ
の
新
た
な
設
置
と
、

そ
の
他
の
市
有
地
や
財
産
区
有
地
で
進
め

て
い
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
。
ケ
ア

タ
ウ
ン
た
か
の
す
脇
へ
の
設
置
に
つ
い
て

は
「
面
積
４
・
１
ha
、
出
力
は
１
９
９
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
予
定
し
て
い
る
。 

設
置
業

者
は
、
名
古
屋
市
の
株
式
会
社
エ
レ
ッ
ク

ス
極
東
。
同
社
は
、
旧
合
川
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
へ
の
設
置
も
予
定
し
て
お
り
、
住
民

説
明
会
も
既
に
終
え
て
、
現
在
契
約
締
結

の
準
備
を
進
め
て
い
る
」
な
ど
と
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
七
日
市
工
業
団
地
（
２
・
３

ha
）、
阿
仁
吉
田
地
区
の
秋
田
わ
か
杉
国

体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
会
場
（
３
・
１
ha
）、

秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団
裏
手
の
坊
沢
財

産
区
有
地
（
２
・
７
ha
）
は
、
今
後
の
住

民
説
明
会
を
経
て
、
事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
し
「
昨
年
12
月
に
稼
働
し
た
施
設

を
含
め
、
６
か
所
す
べ
て
が
稼
働
す
れ
ば
、

約
２
４
０
０
世
帯
分
の
年
間
消
費
電
力
量

相
当
が
発
電
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
事
業
期

間
は
20
年
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

総
額
約
６
億
円
が
市
の
収
入
と
な
る
見
込

み
。
今
回
で
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
設
置
候

補
地
に
登
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
一
定
規

模
の
市
有
地
の
利
活
用
に
、
一
定
の
方
向

性
が
つ
い
た
」
な
ど
と
強
調
し
ま
し
た
。

津
谷
市
長
定
例
記
者
会
見

新
た
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
設
置
を
説
明

◇
１
月
16
日
〜
２
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

１
月
16
日（
木
）▽
北
秋
田
市
企
業
立
地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会（
東
京
都
）

　
　
　
　
　
　
▽
平
成
26
年
在
京
秋
田
県
人
会
新
春
交
歓
会（
東
京
都
）

18
日（
土
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
故
三
浦
一
英
氏
葬
儀（
虹
の
ホ
ー
ル
た
か
の
す
）

19
日（
日
）▽
森
吉
婦
人
会
20
周
年
記
念「
新
春
婦
人
の
つ
ど
い
」（
森
吉
公
民
館
）

▽
鷹
巣
婦
人
会
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
）

20
日（
月
）▽
当
初
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）〜
22
日

22
日（
水
）▽
七
日
市
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
懇
談
会（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

23
日（
木
）▽
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
in
北
秋
田（
文
化
会
館
ほ
か
）〜
24
日

26
日（
日
）▽
第
７
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）▽
秋
田
大

学
吉
村
昇
学
長
秋
田
県
文
化
功
労
賞
受
賞
祝
賀
会（
秋
田
市
）

27
日（
月
）▽
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
本
庁
舎
）▽
行
財
政
改
革
推
進
委
員

委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

28
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
水
）▽
上
小
阿
仁
村
議
会
議
長
故
武
石
善
治
氏
葬
儀（
上
小
阿
仁
村
）▽
北

秋
田
市
出
身
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
へ
の
激
励
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

30
日（
木
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
春
懇
談
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

31
日（
金
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
平
成
26
年
新
年
会（
中
央
公
民
館
）

２
月
２
日（
日
）▽
小
猿
部
地
区「
地
域
振
興
策
に
係
る
交
流
会
」（
七
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
）▽
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
激
励
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

４
日（
火
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
平
成
26
年
組
合
議
会
２
月
定
例
会

（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

６
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議・

定
例
議
会（
森
吉
庁
舎
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会（
秋
田
市
）

▽
豪
風
関
幕
内
在
位
61
場
所
を
祝
う
会（
秋
田
市
）

７
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

８
日（
土
）▽
第
20
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
大
太
鼓
の
館
前
）

11
日（
火
）▽
第
36
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
中
央
公
民
館
）

14
日（
金
）▽
平
成
26
年
北
秋
田
市
議
会
3
月
定
例
会（
議
事
堂
）〜
27
日

▲定例記者会見で新たなメガソーラー施
設の設置などを説明する津谷市長
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遊
び
体
験
イ
ベ
ン
ト「
白
い
風
と
遊
ぼ
う
」

が
２
月
１
日
、
中
央
公
民
館
な
ど
で
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
け
ん
玉
や
竹
馬
づ
く
り
な
ど

で
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。　

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
そ
び
体
験
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
の
指
と
ー
ま
れ
」（
豊
村

聡
代
表
）
の
主
催
で
今
回
が
12
回
目
で
す
。

　
会
場
内
に
は
、
け
ん
玉
や
こ
ま
、
紙
風
船

な
ど
が
並
び
、
竹
馬
づ
く
り
や
縄
な
い
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

ス
タ
ッ
フ
か
ら
遊
び
方
や
作
り
方
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
秋

田
弁
で
の
語
り
べ
や
人
形
劇
も
行
わ
れ
、
熱

心
な
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
米
代
児
童
公
園
で
は
雪
像
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
、
思
い
思
い
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
雪
像
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

▲秋田弁による語りべに、じっと耳を傾け
る子どもたち

昔ながらの遊び盛りだくさん ●白い風と遊ぼう

　
高
校
受
験
を
間
近
に
控
え
た
１
月
28
日
、

北
秋
田
市
内
の
中
学
３
年
生
全
員
に
日
本
バ

タ
ー
餅
協
会
（
村
井
松
悦
会
長
）
か
ら
「
合

格
祈
願
バ
タ
ー
餅
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
贈
ら
れ
た
バ
タ
ー
餅
は
、
商
標
登

録
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
る
14
業
者
の
う
ち
６
業
者
が
、
バ

タ
ー
餅
の
よ
う
に
受
験
生
一
人
一
人
の
点
が

伸
び
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
作
っ
た

も
の
。た
て
６
㎝
、よ
こ
４
㎝
の
バ
タ
ー
餅
は
、

桜
の
花
び
ら
の
な
か
に
「
点
」
と
い
う
文
字

を
あ
し
ら
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
包
装
紙
で

パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鷹
巣
神
社
で
合
格
の
祈
祷
を

済
ま
せ
た
バ
タ
ー
餅
が
、
市
内
の
５
つ
の
中

学
校
へ
一
斉
に
届
け
ら
れ
、
２
９
５
人
の
受

験
生
は
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。▲鷹巣中学校で行われた「合格祈願バター

餅」の贈呈式

受験生の「点」が伸びるように ●合格祈願バター餅の贈呈式

　
第
２
回
北
秋
田
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
プ
（
堀
内

幸
大
実
行
委
員
長
）
が
２
月
９
日
、
大
館
能
代

空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

ス
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
約
１
４

０
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
多
く
の
人
に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
の
一
助
に

な
れ
ば
と
昨
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
競
技
は
、
６
人
の
選
手
が
一
斉
ス
タ
ー
ト
し
、

３
０
０
〜
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
周
回
コ
ー
ス
の

着
順
で
、
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が
っ
て

い
く
も
の
。
小
学
生
１
・
２
年
、
同
３
・
４
年
、

同
５
・
６
年
、
中
学
生
、
一
般
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
そ
れ
ぞ
れ
男
女
12
種
目
で
競
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら

の
声
援
を
受
け
、
力
強
い
ス
ト
ッ
ク
ワ
ー
ク
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

▲スタート間際のコースを力強く滑走する
選手たち

クロカンスキーで全力滑走 ●第２回北秋田スプリントカップ
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市
内
各
地
区
の
社
寺
で
２
月
１
日
、
恒
例

の
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
一
年
の
無

事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
鷹
巣
神
社
で
は
黒
留
袖
に
丸
髷

姿
で
参
加
す
る
女
性
が
多
い
こ
と
か
ら
、
伝

統
的
な
ス
タ
イ
ル
で
お
参
り
す
る
女
性
た
ち

を
写
真
に
収
め
よ
う
と
市
内
外
か
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
大
勢
訪
れ
る
の
も
毎

年
の
光
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
神
社
で
の
祈
祷
を
済
ま
せ
た
女
性
た

ち
は
、
通
称
「
女
の
神
様
」
と
し
て
知
ら
れ

る
元
町
の
三
吉
神
社
に
も
お
参
り
。
こ
の
あ

と
、
女
性
た
ち
は
中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
に
一
役
買
お
う
と
、
そ
の
ま
ま
の
正

装
姿
で
鷹
巣
駅
前
の
目
抜
き
通
り
を
行
進
し
、

商
店
や
道
行
く
人
た
ち
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

▲鷹巣駅前の目抜き通りを行進する33歳
厄払い祈願の女性たち

あで姿の行進でにぎわいを ●市内各地区で厄払い祈願

　
「
北
欧
の
杜
の
雪
ま
つ
り
」
が
、
２
月
９
日
、

同
公
園
で
開
か
れ
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試

乗
体
験
や
雪
の
滑
り
台
な
ど
で
大
勢
の
家
族

連
れ
が
雪
に
親
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
冬
季
間
も
公
園
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
同
公
園
事
務
所
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
人
気
を
集
め
た
の
は
、
参
加
者
を
乗
せ
た

ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
そ
り
を
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
が

引
っ
張
る
コ
ー
ナ
ー
。
公
園
内
の
特
設
コ
ー

ス
を
周
遊
し
、
カ
ー
ブ
で
横
滑
り
す
る
と
子

ど
も
た
ち
が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

雪
像
や
滑
り
台
、
子
ど
も
向
け
の
小
型
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
試
乗
体
験
の
ほ
か
、
餅
つ

き
、
わ
ら
細
工
づ
く
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲ゴムボートに乗り、スノーモービルに引
かれて公園内を巡る参加者

雪遊びで歓声響き渡る ●北欧の杜の雪まつり

▲バケツリレーで初期消火訓練を行う下新町
自主防災会の皆さん

宝を守って後世に ●「文化財防火デー」想定訓練
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
１
月
26
日
、
災

害
か
ら
文
化
財
を
守
る
想
定
訓
練
が
国
重
要

文
化
財
の
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
官
舎
で
行
わ

れ
、
地
区
住
民
な
ど
が
参
加
し
て
、
文
化
財

愛
護
思
想
と
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
官
舎
と
阿

仁
郷
土
文
化
保
存
伝
承
館
の
渡
り
廊
下
か
ら

出
火
し
た
と
の
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
小
雨
交
じ
り
の
天
候
の
中
、

消
防
署
や
消
防
団
、
地
元
下
新
町
地
区
の
自

主
防
災
組
織
、
市
な
ど
か
ら
約
60
人
が
参
加
。

ポ
ン
プ
車
や
救
急
車
両
も
出
動
し
、
通
報
や

避
難
誘
導
、
中
継
送
水
訓
練
、
消
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
内
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
で
は
、
自
治
会
員
ら

が
、
役
割
を
分
担
し
バ
ケ
ツ
を
手
際
よ
く
送

り
な
が
ら
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

ま
げ
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■
健
闘
し
た
鈴
木
選
手

      

日
本
勢
で
は
ト
ッ
プ
の
成
績　

　
鈴
木
選
手
は
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト

と
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
、
15
キ
ロ
個
人
、

リ
レ
ー
の
４
種
目
に
出
場
し
、
個
人
種
目

で
は
、
い
ず
れ
も
日
本
勢
ト
ッ
プ
の
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　
９
日
に
行
わ
れ
た
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ

ン
ト
で
は
、
ト
ッ
プ
と
１
分
40
秒
６
差
の

22
分
47
秒
４
で
39
位
と
な
り
、
60
位
以
内

に
与
え
ら
れ
る
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
11
日
（
日
本
時
間
の
12
日
）
に
行
わ
れ

た
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
で
は
、
射
撃
で
一

発
外
し
た
も
の
の
、
ト
ッ
プ
と
３
分
18
秒

３
差
の
32
分
49
秒
０
で
32
位
に
入
り
、
前

回
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
の
同
種
目
54
位
か

ら
大
き
く
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

　
14
日
に
行
わ
れ
た
15
キ
ロ
個
人
で
は
、

52
位
と
な
り
、
21
日
に
行
わ
れ
た
リ
レ
ー

で
は
、
第
１
走
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張

り
、
13
位
に
入
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
■
役
割
果
た
し
た
湊
選
手

      

団
体
で
５
位
入
賞
果
た
す

　
湊
選
手
は
20
日
、
１
９
９
４
年
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
大
会
以
来
の
メ
ダ
ル
の
期
待
が
か

か
る
団
体
に
出
場
。
前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
で

は
日
本
勢
２
番
手
で
登
場
し
、
１
１
０
・

５
メ
ー
ト
ル
を
飛
び
ま
し
た
。
得
意
と
す

る
後
半
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
２
走

と
し
て
力
走
。
長
身
を
生
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
滑
り
で
、
先
行
す
る
選
手
ら
を

追
走
し
好
タ
イ
ム
で
３
走
へ
リ
レ
ー
。
メ

ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
５
位
入

賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
か
ら
の

      

熱
い
応
援
を
ソ
チ
へ

　
鈴
木
選
手
の
実
家
で
は
、
鈴
木
選
手
が

出
場
す
る
た
び
に
家
族
や
親
類
の
ほ
か
地

域
住
民
な
ど
約
30
人
が
集
ま
り
、
ソ
チ
に

向
け
て
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
は
、
テ

レ
ビ
の
生
中
継
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

ブ
映
像
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、

競
技
の
模
様
を
観
戦
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
き
込
ま
れ
た
応
援
旗
や
バ
ン
ク
ー
バ
ー

大
会
に
出
場
し
た
と
き
に
着
用
し
た
ゼ
ッ

ケ
ン
を
掲
げ
、
鉢
巻
き
を
し
め
、
小
旗
を

振
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
14
日
に
行
わ
れ
た
15
キ
ロ

個
人
で
は
、
２
回
目
の
射
撃
を
終
え
コ
ー

ス
に
向
か
う
鈴
木
選
手
の
姿
が
映
る
と
、

「
芙
由
子
、
頑
張
れ
」
な
ど
と
大
声
援
が

飛
び
交
い
、
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
に
達

し
、
最
終
順
位
が
分
る
と
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
選
手
の
母

・
美
千
子
さ
ん
（
51
歳
）
は
「
競
技
が
行

わ
れ
る
た
び
に
、
夜
遅
く
ま
で
応
援
し
て

く
れ
る
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
リ

レ
ー
で
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
団
体
に

出
場
す
る
湊
選
手
の
応
援
会
が
20
日
、
市

役
所
阿
仁
庁
舎
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な

ど
約
60
人
が
集
ま
り
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継

を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
横
幕

を
掲
げ
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
応
援
し

ま
し
た
。

　
前
半
ジ
ャ
ン
プ
で
は
湊
選
手
が
登
場
す

る
と
「
祐
介
、
祐
介
」
の
コ
ー
ル
が
会
場

に
響
き
渡
り
、
後
半
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
で
も
、
湊
選
手
の
力
走
す
る
姿
が
映

し
出
さ
れ
る
と
「
行
け
、
行
け
」
な
ど
の

声
援
が
飛
び
交
い
、
メ
ガ
ホ
ン
を
た
た
き

な
が
ら
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ー
ム
の
５
位
入
賞
が
決
ま
る
と
「
頑

張
っ
た
」
と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　
応
援
会
を
主
催
し
た
、
阿
仁
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
加
賀
谷
祥
夫
会
長
（
65
歳
）
は

「
湊
選
手
は
阿
仁
の
ホ
ー
プ
。
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
と
思
う
の
で
、
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。
ま
た
、

湊
選
手
の
父
・
隆
男
さ
ん
（
57
歳
）
は
、

「
調
子
が
上
が
ら
ず
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
る
中
で
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。　

　

第
22
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会（
２
０
１
４
・
ソ
チ
）
が
２
月

７
日
か
ら
23
日
ま
で
開
か
れ
、
北
秋
田
市
出
身
で
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

の
鈴
木
芙
由
子
選
手（
25
）
＝
自
衛
隊
冬
戦
教
・
米
内
沢
高
出
＝
と
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
競
技
の
湊
祐
介
選
手（
28
）
＝
東
京
美
装
・
鷹
巣
農
林

高
ー
日
大
出
＝
が
出
場
し
ま
し
た
。
両
選
手
は
世
界
の
強
豪
を
相
手
に

健
闘
し
、
市
民
に
希
望
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

■
看
板
や
垂
れ
幕
、

　
　
　
激
励
会
で
エ
ー
ル
を
送
る

　
市
内
で
は
、
鈴
木
選
手
と
湊
選
手
の
ソ

チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
称
え
よ

う
と
、
市
役
所
や
公
民
館
、
体
育
館
、
駅

の
ほ
か
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
、
地
元

自
治
会
、
両
選
手
の
出
身
校
に
あ
た
る
秋

田
北
鷹
高
校
な
ど
に
も
看
板
や
の
ぼ
り
旗
、

垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
湊
選
手
の
地
元
阿
仁
荒
瀬
地
区
で
は
、

荒
瀬
自
治
会
が
国
道
１
０
５
号
沿
い
の
荒

瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
「
祝　

ソ
チ
五
輪
出
場　
湊
祐
介
選
手
」
な
ど
と

書
か
れ
た
看
板
と
、
湊
選
手
が
滑
っ
て
い

る
写
真
が
入
っ
た
の
ぼ
り
旗
10
本
を
立
て
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
育
協
会
主
催
の
激
励
会
が
開

か
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
児
童
た
ち
が
書
い

た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
両
選
手
に
届
け
ら

れ
る
な
ど
、
市
内
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ド
と
な
り
ま
し
た
。

冬
季
五
輪
日
本
代
表
　
鈴
木
芙
由
子
選
手
・
湊
祐
介
選
手

冬
季
五
輪
日
本
代
表
　
鈴
木
芙
由
子
選
手
・
湊
祐
介
選
手

▲7.5キロスプリントで力走する鈴木選手（写真提供：冬戦教）▲7.5キロスプリントで力走する鈴木選手（写真提供：冬戦教）

希
望
と
感
動
を
あ
り
が
と
う

希
望
と
感
動
を
あ
り
が
と
う

▲団体リレーで力走する湊選手（写真提供・東京美装）▲団体リレーで力走する湊選手（写真提供・東京美装）
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■
健
闘
し
た
鈴
木
選
手

      

日
本
勢
で
は
ト
ッ
プ
の
成
績　

　
鈴
木
選
手
は
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト

と
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
、
15
キ
ロ
個
人
、

リ
レ
ー
の
４
種
目
に
出
場
し
、
個
人
種
目

で
は
、
い
ず
れ
も
日
本
勢
ト
ッ
プ
の
成
績

を
残
し
ま
し
た
。

　
９
日
に
行
わ
れ
た
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ

ン
ト
で
は
、
ト
ッ
プ
と
１
分
40
秒
６
差
の

22
分
47
秒
４
で
39
位
と
な
り
、
60
位
以
内

に
与
え
ら
れ
る
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
11
日
（
日
本
時
間
の
12
日
）
に
行
わ
れ

た
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
で
は
、
射
撃
で
一

発
外
し
た
も
の
の
、
ト
ッ
プ
と
３
分
18
秒

３
差
の
32
分
49
秒
０
で
32
位
に
入
り
、
前

回
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
の
同
種
目
54
位
か

ら
大
き
く
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

　
14
日
に
行
わ
れ
た
15
キ
ロ
個
人
で
は
、

52
位
と
な
り
、
21
日
に
行
わ
れ
た
リ
レ
ー

で
は
、
第
１
走
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張

り
、
13
位
に
入
る
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
■
役
割
果
た
し
た
湊
選
手

      

団
体
で
５
位
入
賞
果
た
す

　
湊
選
手
は
20
日
、
１
９
９
４
年
リ
レ
ハ

ン
メ
ル
大
会
以
来
の
メ
ダ
ル
の
期
待
が
か

か
る
団
体
に
出
場
。
前
半
の
ジ
ャ
ン
プ
で

は
日
本
勢
２
番
手
で
登
場
し
、
１
１
０
・

５
メ
ー
ト
ル
を
飛
び
ま
し
た
。
得
意
と
す

る
後
半
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
２
走

と
し
て
力
走
。
長
身
を
生
か
し
た
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
滑
り
で
、
先
行
す
る
選
手
ら
を

追
走
し
好
タ
イ
ム
で
３
走
へ
リ
レ
ー
。
メ

ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
５
位
入

賞
に
貢
献
し
ま
し
た
。

■
ふ
る
さ
と
か
ら
の

      

熱
い
応
援
を
ソ
チ
へ

　
鈴
木
選
手
の
実
家
で
は
、
鈴
木
選
手
が

出
場
す
る
た
び
に
家
族
や
親
類
の
ほ
か
地

域
住
民
な
ど
約
30
人
が
集
ま
り
、
ソ
チ
に

向
け
て
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
は
、
テ

レ
ビ
の
生
中
継
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

ブ
映
像
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、

競
技
の
模
様
を
観
戦
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
き
込
ま
れ
た
応
援
旗
や
バ
ン
ク
ー
バ
ー

大
会
に
出
場
し
た
と
き
に
着
用
し
た
ゼ
ッ

ケ
ン
を
掲
げ
、
鉢
巻
き
を
し
め
、
小
旗
を

振
っ
て
応
援
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
14
日
に
行
わ
れ
た
15
キ
ロ

個
人
で
は
、
２
回
目
の
射
撃
を
終
え
コ
ー

ス
に
向
か
う
鈴
木
選
手
の
姿
が
映
る
と
、

「
芙
由
子
、
頑
張
れ
」
な
ど
と
大
声
援
が

飛
び
交
い
、
盛
り
上
が
り
も
最
高
潮
に
達

し
、
最
終
順
位
が
分
る
と
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
選
手
の
母

・
美
千
子
さ
ん
（
51
歳
）
は
「
競
技
が
行

わ
れ
る
た
び
に
、
夜
遅
く
ま
で
応
援
し
て

く
れ
る
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
た
い
。
リ

レ
ー
で
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
団
体
に

出
場
す
る
湊
選
手
の
応
援
会
が
20
日
、
市

役
所
阿
仁
庁
舎
で
開
か
れ
、
地
域
住
民
な

ど
約
60
人
が
集
ま
り
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継

を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
横
幕

競  技  結  果
■バイアスロン（女子）
　鈴木芙由子選手
　▽7.5キロスプリント     39位
　▽10キロパシュート　　32位
　▽15キロ個人　　　　　52位
　▽24キロリレー(６km×４人）
　　　　　　　　　　　　13位
　　（鈴木芙由子、小林美貴、
　　　中島由貴、鈴木李奈）
 
■ノルディック複合
　湊祐介選手
　▽団体《飛躍、距離（５km×　
　　　　４人）》　　　５位　　
　　（永井秀昭、湊祐介、
　　　渡部善人、渡部暁斗）

▲7.5キロスプリントで、スタートの合図を待つ
鈴木選手（写真提供：冬戦教）

を
掲
げ
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
応
援
し

ま
し
た
。

　
前
半
ジ
ャ
ン
プ
で
は
湊
選
手
が
登
場
す

る
と
「
祐
介
、
祐
介
」
の
コ
ー
ル
が
会
場

に
響
き
渡
り
、
後
半
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
で
も
、
湊
選
手
の
力
走
す
る
姿
が
映

し
出
さ
れ
る
と
「
行
け
、
行
け
」
な
ど
の

声
援
が
飛
び
交
い
、
メ
ガ
ホ
ン
を
た
た
き

な
が
ら
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ー
ム
の
５
位
入
賞
が
決
ま
る
と
「
頑

張
っ
た
」
と
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た
。

　
応
援
会
を
主
催
し
た
、
阿
仁
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
加
賀
谷
祥
夫
会
長
（
65
歳
）
は

「
湊
選
手
は
阿
仁
の
ホ
ー
プ
。
ま
だ
ま
だ

や
れ
る
と
思
う
の
で
、
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。
ま
た
、

湊
選
手
の
父
・
隆
男
さ
ん
（
57
歳
）
は
、

「
調
子
が
上
が
ら
ず
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
い
る
中
で
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。　

■
看
板
や
垂
れ
幕
、

　
　
　
激
励
会
で
エ
ー
ル
を
送
る

　
市
内
で
は
、
鈴
木
選
手
と
湊
選
手
の
ソ

チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
称
え
よ

う
と
、
市
役
所
や
公
民
館
、
体
育
館
、
駅

の
ほ
か
、
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
、
地
元

自
治
会
、
両
選
手
の
出
身
校
に
あ
た
る
秋

田
北
鷹
高
校
な
ど
に
も
看
板
や
の
ぼ
り
旗
、

垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
湊
選
手
の
地
元
阿
仁
荒
瀬
地
区
で
は
、

荒
瀬
自
治
会
が
国
道
１
０
５
号
沿
い
の
荒

瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
に
「
祝　

ソ
チ
五
輪
出
場　
湊
祐
介
選
手
」
な
ど
と

書
か
れ
た
看
板
と
、
湊
選
手
が
滑
っ
て
い

る
写
真
が
入
っ
た
の
ぼ
り
旗
10
本
を
立
て
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
育
協
会
主
催
の
激
励
会
が
開

か
れ
た
ほ
か
、
地
元
の
児
童
た
ち
が
書
い

た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
両
選
手
に
届
け
ら

れ
る
な
ど
、
市
内
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ド
と
な
り
ま
し
た
。

▲団体の後半クロスカントリーで２走として追い
上げる湊選手（写真提供：東京美装）
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平
成
26
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
14
日
に
開
会
し
27
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
施
政
方
針
、
上
程
さ

れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
18
日
、
19
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
20
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議

し
、
27
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
( １ )

  

総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
今
冬
は
、
１
月
に
入
り
冬
型
の
気
圧
配

置
が
続
き
、
積
雪
深
が
基
準
値
を
超
え
た

こ
と
か
ら
１
月
14
日
午
前
９
時
「
北
秋
田

市
災
害
警
戒
部
（
雪
害
）」
を
設
置
し
ま

し
た
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
中
の
事

故
防
止
の
た
め
、
広
報
や
雪
お
ろ
し
注
意

情
報
を
配
信
す
る
な
ど
し
て
注
意
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ス
パ
ー
ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
エ
ナ

ジ
ー
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
が
建
設
を
進
め

て
い
た
太
陽
光
発
電
所
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
所
）
が
、
脇
神
地
区
の
市
有
地
に
完

成
し
、
12
月
24
日
に
開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
内
第
１
号
と
な
る
こ
の
発
電

所
は
、
現
在
県
内
で
稼
働
し
て
い
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
中
で
は
最
大
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
最
終
の
市
行
政
評
価
委
員
会
が

12
月
26
日
に
行
わ
れ
、
２
施
策
・
４
事
務

事
業
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

ま
し
た
。
委
員
会
か
ら
の
評
価
・
意
見
は
、

今
後
の
行
政
運
営
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
北
秋
田
市
青
少
年
国
際
交
流
研
修
団
派

遣
事
業
と
し
て
、
１
月
６
日
か
ら
１
月
11

日
ま
で
の
日
程
で
中
高
生
５
人
を
中
国
に

派
遣
し
ま
し
た
。
研
修
団
は
溧
陽
市
光
華

高
級
中
学
校
や
蘇
州
農
業
職
業
技
術
学
院

へ
の
訪
問
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
異
文
化
社

会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
12
月
28
日
に
秋
田
駅
で
行
わ
れ
た
「
秋

田
Ｄ
Ｃ
感
謝
祭
」
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
や
、
毎
年
交
流
を
深
め
て
い
る
京
浜

急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
京
急
百
貨
店
鉄
道

フ
ェ
ア
で
、
秋
田
内
陸
線
の
Ｐ
Ｒ
や
関
連

商
品
の
販
売
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
月
18
日
に
は
、
今
年
度
３
回
目
と
な

る
秋
田
内
陸
線
支
援
団
体
情
報
交
換
会
を

「
マ
タ
ギ
の
湯
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
即

効
性
の
あ
る
支
援
の
あ
り
方
や
今
後
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
検
討
会
を
行
い
、
支
援

体
制
の
共
有
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
首
都
圏
デ

パ
ー
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
や
、
雪
を

活
用
し
た
「
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
企
画
、
定
着
し
て
き
た
「
西
木
の

紙
風
船
上
げ
」「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト

リ
ー
ト
in
あ
に
」「
お
ひ
な
様
列
車
」
等
で

の
臨
時
列
車
の
増
発
、
さ
ら
に
は
恒
例
と

な
っ
た
マ
イ
レ
ー
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
秋
田
内
陸
線
へ
の
誘
客
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

   

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
11
月
13
日
か
ら
１
月
22
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
20
件
、

契
約
額
は
２
億
５
４
９
９
万
２
千
円
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
平

成
25
年
４
月
か
ら
平
成
25
年
12
月
ま
で
の

ご
み
搬
入
実
績
は
約
９
８
３
３
ト
ン
で
す
。

そ
の
う
ち
、
北
秋
田
市
分
は
94
％
の
約
９

２
１
６
ト
ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
15

ト
ン
の
減
少
で
す
。

　
微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
は
、

国
か
ら
注
意
喚
起
の
判
断
方
法
等
が
示
さ

れ
、
県
に
お
い
て
「
秋
田
県
微
小
粒
子
状

物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
注
意
喚
起
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
注
意
喚
起
の
実
施
手
順
や
周
知

方
法
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
気
へ

の
濃
度
が
上
昇
し
た
場
合
は
、
市
町
村
や

関
係
機
関
に
情
報
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
市

民
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　
12
月
12
日
、
安
全
３
法
に
基
づ
く
立
入

▲中国の高校生と交流を深める、市青少
年国際交流研修団員

▲脇神地内で稼働しているメガソーラー
発電所

り
つ
よ
う

そ
し
ゅ
う
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検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
常
使
用
す
る

家
庭
製
品
に
よ
る
事
故
を
防
止
し
、
消
費

者
の
安
全
を
守
る
た
め
、
店
舗
で
販
売
さ

れ
て
い
る
商
品
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
表

示
項
目
が
あ
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
も
の

で
す
。
市
内
の
４
店
舗
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
14
品
目
を
検
査

し
た
結
果
、
検
査
対
象
商
品
は
全
て
適
正

に
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
11
日
、
合
川
庁
舎
に
お
い
て
北
秋

田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
・
防
犯
指
導

隊
連
合
会
安
全
祈
願
式
及
び
査
閲
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

  

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
「
北
秋
田
市
保
育
園
等
整
備
計
画
」
及

び
「
北
秋
田
市
立
保
育
所
民
営
化
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
市
立
保
育
所
を
民
間
法

人
に
移
管
す
る
に
あ
た
り
、
１
月
９
日
に

「
北
秋
田
市
立
保
育
所
民
営
化
法
人
選
定

委
員
会
」
を
発
足
し
、
委
員
の
委
嘱
を
行

い
ま
し
た
。

　
民
間
移
管
を
予
定
し
て
い
る
鷹
巣
中
央

保
育
園
及
び
鷹
巣
東
保
育
園
に
つ
い
て
、

応
募
予
定
法
人
へ
の
説
明
会
を
１
月
24
日

に
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
５
法
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
２
月
末
ま
で

の
応
募
を
受
け
て
選
定
委
員
会
を
開
催
し
、

年
度
内
に
移
管
先
法
人
を
決
定
す
る
予
定

で
す
。

　
平
成
26
年
度
市
内
11
保
育
所
へ
の
入
園

は
、
公
立
保
育
園
４
５
４
人
（
定
数
６
２

６
人
）、
私
立
３
５
４
人
（
定
数
３
６
０

人
）、
計
８
０
８
人
（
定
数
計
９
８
６
人
）

の
申
込
み
が
あ
り
、
審
査
の
上
、
入
所
を

決
定
し
ま
し
た
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
自
立
支
援

給
付
事
業
は
、
12
月
末
現
在
で
介
護
給
付

１
９
９
人
、
訓
練
給
付
１
１
７
人
、
自
立

支
援
医
療
５
１
１
人
で
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
「
福
祉
の
雪
事
業
」
は
、
１
月
末
現
在

１
０
０
５
世
帯
が
登
録
し
て
お
り
、
内
訳

は
高
齢
者
一
人
暮
ら
し
世
帯
７
５
０
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
２
０
４
、
そ
の
他
の
世

帯
51
で
す
。
な
お
、
今
年
度
よ
り
、
ひ
と

り
親
世
帯
も
対
象
に
加
え
た
と
こ
ろ
、
４

世
帯
が
利
用
登
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
要
綱
の
見
直
し
に
よ
り
非
該
当

に
な
っ
た
課
税
世
帯
も
、
希
望
す
る
１
６

１
世
帯
に
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

が
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
阿
仁
前
田
地
区
の
旧
老
人
憩
の
家
「
寿

荘
」
の
解
体
工
事
は
、
地
元
自
治
会
で
施

設
の
一
部
を
自
治
会
館
と
し
て
利
用
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
急
き
ょ
工
事
内
容

を
変
更
し
て
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
１
月

15
日
に
施
設
の
一
部
を
残
し
解
体
工
事
が

終
了
し
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
の
家
は
、
本
年
３
月
31
日
で

廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
一
般
利
用
を
３
月

26
日
ま
で
と
し
、
秋
田
県
へ
の
返
還
に
向

け
た
事
務
作
業
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

■
医
療
推
進
課

　
北
秋
田
市
民
病
院
の
玄
関
前
に
身
障
者

駐
車
場
ア
ー
チ
が
完
成
し
、
１
月
６
日
よ

り
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
阿

仁
診
療
所
は
、
内
科
１
６
０
２
人
で
前
年

比
１
０
２
人
の
減
、
外
科
１
８
０
０
人
で

前
年
比
31
人
の
減
、
歯
科
５
６
４
人
で
前

年
比
91
人
の
増
で
す
。
合
川
診
療
所
は
、

１
９
５
０
人
で
前
年
比
２
２
２
人
の
増
で
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
２
０
６
人
で

前
年
比
２
２
８
人
の
増
、
小
児
科
４
６
５

人
で
前
年
比
97
人
の
減
、
整
形
外
科
６
９

０
人
で
前
年
比
22
人
の
増
、
脳
血
管
外
科

１
７
３
人
で
前
年
比
30
人
の
減
、
心
臓
血

管
外
科
38
人
で
前
年
比
４
人
の
減
で
す
。

■
健
康
推
進
課

　
予
防
接
種
事
業
は
、
12
月
末
現
在
で
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
４
１
８
人
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
６
８
６
２

人
が
接
種
を
受
け
ま
し
た
。
小
児
で
は
任

意
予
防
接
種
で
あ
る
水
痘
68
人
・
お
た
ふ

く
か
ぜ
55
人
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
３
４
０

９
人
に
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
事
業
で
全
額
助
成
し
て
い
る

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
は
、
１
２
５
人

が
接
種
を
受
け
ま
し
た
。

　
献
血
は
、
12
月
末
現
在
で
７
５
０
人
か

ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
は
、
栄
養
や
運

動
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、

す
こ
や
か
健
康
講
座
を
５
回
開
催
し
、
延

べ
４
７
６
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
健
協
力
員
・
食
生
活
改
善
推
進
員
と
共

に
市
内
32
自
治
会
を
巡
回
し
健
康
相
談

・
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

▲交通安全へ向けて気持ちを新たにした、
北秋田地区交通指導隊連合会査閲式

▲12月 11日に鷹巣保健センターで開
かれた第１回すこやか健康講座

す
い
と
う
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３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
( ２ )

　  
産
業
部
関
係
　

■
農
林
課

　
平
成
26
年
産
米
の
生
産
数
量
目
標
は
、

県
か
ら
当
市
に
1
万
７
１
４
０
ト
ン
が
提

示
さ
れ
、
面
積
換
算
値
で
は
３
２
０
３

・
74　
で
、
平
成
25
年
産
米
の
配
分
よ
り

５
６
８
ト
ン
（
３
・
２
％
）
の
減
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
１
月
27
日
に
北
秋
田
市

農
業
再
生
協
議
会
を
開
催
し
、Ｊ
Ａ
鷹
巣

町
に
９
３
５
１
ト
ン
、Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央

に
７
６
６
８
ト
ン
、
市
内
主
食
集
荷
商
業

者
に
１
２
１
ト
ン
の
生
産
数
量
目
標
の
配

分
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
昨
年
発
生
し
た
農
地
・
農
業
施
設
災
害

は
、
国
の
査
定
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
工
事
発
注
を
進
め
、
春
の

農
作
業
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
は
、
樹
幹
注

入
（
１
１
８
本
）
及
び
伐
倒
駆
除
（
６

本
）
の
業
務
委
託
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
商
工
観
光
課

　
企
業
誘
致
対
策
は
、
１
月
15
日
、
東
京

都
に
お
い
て
秋
田
県
企
業
誘
致
推
進
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
秋
田
県
・
県
内
市
町
村

と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
」
が
開
催
さ

れ
、
北
秋
田
市
の
誘
致
企
業
を
始
め
秋
田

県
内
関
連
企
業
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
16
日
に
は
、
北
秋
田
市
企
業
立

地
協
力
推
進
委
員
懇
談
会
を
開
催
し
、
情

報
収
集
に
携
わ
る
企
業
立
地
協
力
推
進
委

員
10
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
県
と
市
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

状
況
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
吉
山
の
樹
氷
鑑
賞
は
、
１
月
11
日
か

ら
３
月
９
日
ま
で
の
日
程
で
始
ま
り
、
樹

氷
群
と
い
う
大
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
多

く
の
方
が
体
感
し
て
い
ま
す
。

　
八
幡
平
ク
マ
牧
場
か
ら
の
ヒ
グ
マ
の
移

送
は
、
12
月
16
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
12
月

中
に
18
頭
、
１
月
８
日
に
１
頭
の
合
わ
せ

て
19
頭
の
移
送
を
無
事
終
え
、
現
在
、
全

頭
が
冬
眠
中
で
す
。

　
第
９
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
が
、

１
月
23
日
と
24
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

文
化
会
館
と
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
全
国
か
ら

ど
ぶ
ろ
く
特
区
関
係
者
２
４
３
人
が
一
堂

に
会
し
、
基
調
講
演
や
事
例
発
表
を
始
め
、

全
国
各
地
か
ら
出
品
さ
れ
た
１
０
５
銘
柄

の
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
や
試
飲
会
・
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業
は
、

１
月
末
で
補
助
金
交
付
決
定
数
４
０
５
件
、

交
付
決
定
額
５
７
７
８
万
８
千
円
、
対
予

算
比
約
96
％
の
執
行
で
す
。

　
市
営
住
宅
宮
前
町
団
地
整
備
事
業
は
、

実
施
設
計
業
務
が
12
月
20
日
を
も
っ
て
完

了
し
、
本
体
工
事
の
着
手
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
除
雪
事
業
は
、
早
朝
の
一
斉
出
動
日
数

が
、
１
月
23
日
現
在
で
、
鷹
巣
地
区
10
日
、

合
川
地
区
20
日
、
森
吉
地
区
16
日
、
阿
仁

地
区
31
日
で
、
昨
年
度
の
３
分
の
２
程
度

で
す
。

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
は
、

舗
装
工
事
４
件
（
大
堤
〜
昭
和
線
ほ
か
）、

橋
梁
補
修
工
事
２
件
（
ワ
シ
橋
・
奥
見
内

橋
）、
路
面
性
状
調
査
業
務
委
託
２
件

（
摩
当
鎌
沢
線
外
３
路
線
ほ
か
）
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
道
路
工
事
関
係
は
、
道
路
維
持
工
事
２

件
（
坊
沢
〜
前
山
線
・
高
校
線
）、
道
路

改
良
工
事
２
件
（
掛
泥
新
墓
地
線
・
川
井

神
社
線
）
を
発
注
し
、
道
路
改
良
工
事
１

件
（
神
成
大
岱
線
）、
排
水
維
持
工
事
３

件
（
本
城
新
田
目
線
ほ
か
）
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
河
川
工
事
関
係
は
、
河
川
維
持
工
事
１

件
（
務
沢
川
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
期
成
同
盟
会
関
係
は
、
県
道
矢
坂
糠
沢

線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
で
交
通
不
能
区

間
の
解
消
と
整
備
促
進
を
求
め
た
要
望
書

を
12
月
19
日
に
北
秋
田
及
び
山
本
地
域
振

興
局
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
河

川
災
害
復
旧
工
事
16
件
（
小
摩
当
川
ほ

か
）、
道
路
災
害
復
旧
工
事
６
件
（
小
阿

仁
線
ほ
か
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
前
綱
地
区
配
水
管
布

設
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
新
田
目
・
福
田
ポ

ン
プ
場
解
体
撤
去
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
に

お
い
て
、
脇
神
字
平
崎
川
戸
沼
地
内
で
面

整
備
工
事
及
び
坊
沢
字
下
タ
上
野
地
内
で

舗
装
復
旧
工
事
が
完
成
し
、
綴
子
字
美
田

古
、
田
中
表
及
び
田
中
地
内
で
面
整
備
工

事
４
件
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、
鷹
巣
地
区

30
基
、
合
川
地
区
１
基
及
び
森
吉
地
区
５

基
が
完
成
し
ま
し
た
。　

▲12月 16日に行われた、八幡平クマ牧
場からのヒグマの移送作業

ha
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消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
災
害
対
応
特
殊
屈
折
は
し
ご
付
消
防
自

動
車
が
、
12
月
11
日
に
納
車
と
な
り
、
取

扱
講
習
を
５
日
間
行
っ
た
後
、
12
月
16
日

よ
り
運
用
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
中
の
火
災
発
生
及
び
出
場
状

況
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
火
災
発
生
は
、

前
年
比
２
件
増
の
18
件
で
す
。
救
急
出
場

は
、
前
年
比
16
件
増
の
１
５
４
６
件
、
搬

送
人
員
は
前
年
比
28
人
増
の
１
４
５
８
人

で
、
昭
和
47
年
の
救
急
業
務
開
始
以
来
、

件
数
、
搬
送
人
員
と
も
最
多
で
す
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
は
37
件
で
、
出
動
は
24

件
、
搬
送
は
22
件
で
す
。
救
助
出
場
は
、

前
年
比
25
件
減
の
44
件
で
す
。
ま
た
、
捜

索
活
動
は
７
件
で
、
生
存
発
見
４
人
、
死

亡
発
見
３
人
で
す
。

■
非
常
備
消
防

　
１
月
４
日
の
市
消
防
出
初
め
式
で
は
、

鷹
巣
地
区
を
会
場
に
消
防
団
員
５
６
５
人
、

婦
人
消
防
隊
26
人
を
始
め
、
多
数
の
ご
来

賓
と
消
防
関
係
者
が
参
加
し
、
分
列
行
進

と
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
　

　

 

教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
昨
年
12
月
鷹
巣
北
部
給
食
セ
ン
タ
ー
の

ボ
イ
ラ
ー
故
障
事
故
に
よ
り
12
月
９
日
か

ら
25
日
ま
で
給
食
の
提
供
を
停
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
ボ
イ
ラ
ー
入
れ
替
え
工
事
が

順
調
に
終
わ
り
、
試
運
転
を
経
て
３
学
期

の
始
業
式
に
は
給
食
の
提
供
を
再
開
し
ま

し
た
。
給
食
停
止
期
間
中
は
保
護
者
を
始

め
児
童
生
徒
、
ま
た
教
職
員
の
皆
様
に
多

大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
施
設
管
理

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
統
合
合
川
小
学
校
建
設
事
業
関
係
は
、

い
ず
れ
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
用
地

の
造
成
工
事
は
全
て
終
了
し
ま
し
た
。
現

在
行
っ
て
い
る
校
舎
の
基
礎
工
事
も
年
度

内
に
は
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　
た
か
の
す
幼
稚
園
は
平
成
26
年
度
の
園

児
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、
入
園
希
望
者

は
１
人
で
し
た
の
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
幼
稚
園

評
議
員
、
地
元
自
治
会
代
表
者
の
方
々
か

ら
の
意
見
も
聞
き
、
今
年
度
い
っ
ぱ
い
で

閉
園
と
す
る
こ
と
と
し
、
今
定
例
会
に
閉

園
関
係
の
条
例
を
上
程
し
ま
し
た
。

■
学
校
教
育
課

　
12
月
15
日
に
山
口
県
で
行
わ
れ
た
全
国

中
学
生
駅
伝
競
走
大
会
に
、
鷹
巣
中
学
校

の
男
女
各
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
女
子
が
県

勢
過
去
最
高
順
位
の
４
位
、
男
子
が
16
位

と
大
活
躍
し
ま
し
た
。

  

１
月
９
日
に
は
、
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所

員
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
実
践
等
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
所
員

が
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
は
、
市
教
育
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
高
校
の
渡
辺
元
智
氏

を
講
師
に
招
き
、「
高
校
野
球
と
わ
が
人

生
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
渡
辺
氏
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
指
導
方
法
、
考
え
方

な
ど
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
般
公
開
講
座
に
し
た
こ
と
も
あ

り
、
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
の
ほ
か
、

高
校
関
係
者
、
一
般
参
加
者
な
ど
合
わ
せ

て
約
３
２
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　（
仮
称
）
生
涯
学
習
交
流
施
設
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
が
２
月
末
で
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　
12
月
８
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
「
ふ
る

さ
と
の
未
来
・
再
考
！
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

は
、
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕
掛
け
人

・
岸
川
政
之
氏
の
基
調
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
前
田

小
学
校
や
合
川
中
学
校
、
秋
田
北
鷹
高
校

家
庭
ク
ラ
ブ
が
事
例
を
発
表
し
、
パ
ネ
ル

ト
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
地
域
づ
く
り
と
そ

の
可
能
性
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
に
公
民
館
講
座
な
ど
生
涯
学

習
に
励
ん
で
い
る
人
た
ち
や
地
域
で
社
会

参
加
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
団
体
の

方
々
が
一
堂
に
会
し
て
「
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
楽
し
む
と
共
に
、
交
流
を
深
め
、
学
び

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　
■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
１
月
５
日
、
第
26
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大

会
及
び
第
66
回
大
館
・
北
秋
田
中
学
校
ス

キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
を
、

高
津
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開

催
し
、
97
人
の
選
手
が
力
走
し
ま
し
た
。

　
１
月
26
日
に
は
、
第
７
回
北
秋
田
市
民

ス
キ
ー
大
会
を
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
に
て

開
催
し
、
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
の
部
に
、

ア
ル
ペ
ン
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
合
わ

せ
て
２
１
４
人
の
選
手
が
参
加
し
、多
く
の
市

民
の
応
援
を
受
け
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲生涯学習フェスタで、エコクラフト
作りに挑戦する子ども

▲市役所前に設置された、鷹巣中学校
の駅伝チームの健闘を讃える看板
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第
７
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
１

月
26
日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
か

れ
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
２
２
０
人

が
参
加
し
、
大
回
転
競
技
と
距
離
競
技
で

タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
に

　
元
気
を
与
え
る
大
会
に
〜
津
谷
市
長

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
津
谷
市
長

が
「
今
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
す
ぐ
に
で
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
、

た
く
ま
し
い
顔
つ
き
を
し
て
い
る
。
皆
さ

ん
の
先
輩
の
鈴
木
芙
由
子
選
手
と
湊
祐
介

選
手
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
続
い
て
、
来
月
か
ら
始
ま
る
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
す
。
私
た
ち
は
北

秋
田
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
誇
り
に

思
い
な
が
ら
、
二
人
の
活
躍
に
大
声
援
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
皆
さ
ん

の
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
に
元
気
を
与
え
る
大
会

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。 第

７
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
７
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

自
分
の
力
を
信
じ
て 

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る
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７
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７
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７
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自
分
の
力
を
信
じ
て

自
分
の
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信
じ
て

自
分
の
力
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信
じ
て

自
分
の
力
を
信
じ
て

自
分
の
力
を
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じ
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自
分
の
力
を
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じ
て

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

自
分
の
力
を
信
じ
て 

　
　
最
後
ま
で
走
り
き
る

　
佐
藤
さ
ん
、
柴
田
さ
ん
が
力
強
く
宣
誓

　
選
手
宣
誓
で
は
、
鷹
巣
中
央
小
学
校
６

年
の
佐
藤
茉
奈
さ
ん
と
同
じ
く
６
年
の
柴

田
愛
菜
さ
ん
が
「
今
日
ま
で
練
習
を
支
え

て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
自
分
の
力
を
信
じ
て
最
後
ま
で
一
生

懸
命
走
り
き
る
こ
と
、
滑
り
き
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
荒
れ
模
様
で

し
た
が
、
６
歳
か
ら
82
歳
ま
で
の
幅
広
い

層
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

　
大
回
転
競
技
で
は
選
手
ら
が
コ
ン
マ
一

秒
で
も
タ
イ
ム
を
縮
め
よ
う
と
果
敢
に

ポ
ー
ル
を
攻
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
距

離
競
技
で
は
、
前
方
の
選
手
に
追
い
つ
こ

う
と
、
息
を
弾
ま
せ
て
懸
命
に
滑
る
選
手

の
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
沿
い
に
は
選
手
の
父
兄
ら
が
陣

取
り
、
目
の
前
で
一
生
懸
命
に
滑
る
わ
が

子
や
、
同
級
生
ら
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。 ま　

な

ま　
な
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上位入賞者上位入賞者第７回北秋田市民スキー大会第７回北秋田市民スキー大会

１位 長 崎 啓 徳 鷹巣西小
小学校１年以下男子小学校１年以下男子

１位 
２位 
３位 

髙 橋 乙 矢
成 田 瑛 志
簾 内 咲 磨

鷹巣東小
鷹巣中央小
鷹巣西小

小学校２年男子小学校２年男子

１位 
２位 
３位 

柴 田 林 太
堀 内 大 輝
三 澤 輝 大

大阿仁小
綴子小
鷹巣小

小学校３年男子小学校３年男子

１位 
２位 
３位 

戸 沢 佳 太
伊 藤 卓 真
金 澤 寛 武

米内沢小
綴子小
鷹巣小

小学校４年男子小学校４年男子

１位 
２位 
３位 

岩谷駿一郎
成 田 聡 志
寺 田 直 生

綴子小
鷹巣中央小
鷹巣西小

小学校５年男子小学校５年男子

１位 
２位 
３位 

山 内 優 輝
柴 田　 敏
三 澤 岳 瑠

綴子小
大阿仁小
鷹巣小

小学校６年男子小学校６年男子

１位 
２位 
３位 

安 井 陽 菜
高 橋　 叶
長崎安依南

鷹巣中央小
鷹巣西小
鷹巣西小

小学校６年女子小学校６年女子

１位 金 澤 賢 侑 鷹巣中
中学校男子中学校男子

１位 安 倍 旬 香 合川中
中学校女子中学校女子

小学校１年以下女子小学校１年以下女子
１位 高 坂 優 理 鷹巣小

１位 
２位 
３位 

柴 田 栞 奈
佐 藤 陽 和
佐 藤 芭 奈

前田小
鷹巣中央小
鷹巣中央小

小学校２年女子小学校２年女子

１位 
２位 
３位 

斉 藤 夢 望
奈良田　心
高 橋　 京

鷹巣東小
綴子小
鷹巣西小

小学校４年女子小学校４年女子

１位 
２位 
３位 

田 中 七 奈
寺 田 実 生
石 田 華 野

鷹巣小
鷹巣西小
鷹巣小

小学校５年女子小学校５年女子

１位 
２位 
３位 

松 橋 新 太 
花 田 晴 空
木村尚太郎

大阿仁小
合川北小
合川北小

小学校１年以下男子（0.5 ㎞）小学校１年以下男子（0.5 ㎞）

１位 
２位 
３位 

藤 本 孝 輔
森 岡 大 智
松 浦 鷹 祐

鷹巣小
合川東小
前田小

小学校２年男子（0.5 ㎞）小学校２年男子（0.5 ㎞）

１位 
２位 
３位 

大 坂 陽 斗
北 林 学 人
小野寺理人

鷹巣西小
米内沢小
合川東小

小学校３年男子（0.5 ㎞）小学校３年男子（0.5 ㎞）

１位 
２位 
３位 

花 田 康 貴
木 村 史 哉
花 田 星 空

鷹巣中央小
鷹巣小
合川北小

小学校４年男子（1.0 ㎞）小学校４年男子（1.0 ㎞）

１位 
２位 
３位 

堀 部 慈 生
小野寺唯人
柴 田 和 希

合川北小
合川東小
米内沢小

小学校５年男子（3.0 ㎞）小学校５年男子（3.0 ㎞）

１位 
２位 
３位 

安 部 優 雅
坂 谷 太 晟
堀 内 俊 哉

合川北小
鷹巣小
綴子小

小学校６年男子（3.0 ㎞）小学校６年男子（3.0 ㎞）

１位 
２位 
３位 

髙 橋 春 菜
成 田 悠 乃
佐 藤 由 良

合川東小
合川東小
鷹巣中央小

１位 
２位 
３位 

柴 田 愛 桜
近 藤 柚 葉
岸 野 華 恋

鷹巣中央小
鷹巣中央小
前田小

小学校１年以下女子（0.5 ㎞）小学校１年以下女子（0.5 ㎞）

小学校２年女子（0.5 ㎞）小学校２年女子（0.5 ㎞）

１位 
２位 
３位 

木 村　 慶
三浦和佳奈
三浦優莉愛

合川北小
前田小
合川小

小学校３年女子（0.5 ㎞）小学校３年女子（0.5 ㎞）

１位 
２位 
３位 

近藤さくら
山 田 智 子
澤 藤 美 空

合川小
米内沢小
合川北小

小学校４年女子（1.0 ㎞）小学校４年女子（1.0 ㎞）

１位 
２位 
３位 

近 藤 真 凜
松 浦 初 奈
内 藤 涼 葉

合川北小
前田小
鷹巣小

小学校５年女子（2.0 ㎞）小学校５年女子（2.0 ㎞）

１位 
２位 
３位 

三 浦 陽 奈
柴 田 　樹
進 藤 千 冬

前田小
前田小
米内沢小

小学校６年女子（2.0 ㎞）小学校６年女子（2.0 ㎞）

距離競技距離競技

大回転競技大回転競技
一般男子成年一般男子成年
１位 
２位 
３位 

成 田 啓 悦
安 井　 健
成 田 勝 磨

坊沢
脇神
今泉

一般男子ベテラン３部一般男子ベテラン３部
１位 
２位

戸 嶋 末 吉
奈 良 正 人

坊沢
住吉町

１位 佐 藤　 浩 脇神
一般男子ベテラン１部一般男子ベテラン１部

１位 金 澤 聡 志 宮前町
一般男子ベテラン２部一般男子ベテラン２部

一般男子ベテラン５部一般男子ベテラン５部
１位 
２位 
３位 

中 嶋 市 郎
野 呂 久 雄
小 塚 嘉 七

中屋敷
前山
脇神

一般女子２部一般女子２部
１位 
２位

大 森 則 子
長崎せつ子

鷹巣
坊沢

１位 戸 嶋 末 吉 坊沢
スノーボードスノーボード

１位 高橋冨美雄 綴子
一般男子ベテラン２部（1.0㎞）一般男子ベテラン２部（1.0㎞）

１位 出 川 吉 弘 綴子
一般男子ベテラン４部（1.0㎞）一般男子ベテラン４部（1.0㎞）

小学校男子リレー（2.0㎞×4人）小学校男子リレー（2.0㎞×4人）
１位
２位
３位

合川北小
鷹巣小
綴子小

１位
２位
３位

前田小
合川北小
阿仁合・大阿仁連合

小学校女子リレー（2.0㎞×3人）小学校女子リレー（2.0㎞×3人）

一般リレー（1.0㎞×5人）一般リレー（1.0㎞×5人）
１位
２位
３位

合川中学校＋ＯＢ
合川北小スキー愛好会
鷹小Ａ
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放て！言の葉　響け！魂放て！言の葉　響け！魂

　「高校生書道パフォーマンス＆現代詩のつどい」
が２月８日に交流センターで開かれ、見物人は高校
生による迫力のある書道パフォーマンスや、詩の朗
読を通して言葉の世界を楽しみました。
　秋田北鷹高校、大館鳳鳴高校、能代松陽高校３校
書道部によるパフォーマンスでは、音楽に合わせて、
縦４～５ｍ、横５～７ｍの大きな紙にエネルギッ
シュに筆を走らせ、見物人から盛んな拍手が送られ
ました。また、詩の朗読では、合川北小学校６年生、
鷹巣朗読ボランティアやまびこ、秋田県現代詩人協 　▲大きな拍手が送られた書道パフォーマンス

会員らが、情感豊かに詩を朗読し、今年開催される
国民文化祭の気運を高めました。

小正月行事が15年ぶりに復活小正月行事が15年ぶりに復活

　葛黒集落の小正月行事「葛黒火まつりかまくら」
が２月 16 日に行われ、市内外から 500人以上の見
物人が訪れました。
　この行事は、稲わらや豆殻をくくり付けた御神木
に火を点けて燃え上がらせ、「ウワー、かまくらの権
五郎」と叫び無病息災や五穀豊穣、無火災を祈願す
るものです。平成10年に途絶えていましたが、文
化財などを活かして地域活性化に取り組んでいる
「おさるべ元気くらぶ」の協力を得て復活しました。
　当日は、地元の鷹巣南小学校の全校児童、鷹巣南 　▲無病息災や五穀豊穣、無火災を祈願

中学校の生徒、ボランティアなども協力し、15年
ぶりの行事に盛り上がりました。

～高校生書道パフォーマンス＆現代詩のつどい～

～葛黒火まつりかまくら～

歌声あふれる学習会歌声あふれる学習会

　合川ことぶき大学冬期学習会が、１月29日に合
川公民館で開催され、45人の学生が参加し、歌を
通した学習を楽しみました。
　はじめに北秋田市在住のシンガーソングライター
・本城奈々さんが、今年開催される国民文化祭に向
けての講話とミニコンサートを開き、「バターもちの
うた」やオリジナル曲などを披露しました。
　続いて、合川東小学校歌声クラブの児童と、コー
ルつくしんぼによる合唱が行われ、手話を交えなが
ら心を込めた歌声が響きわたりました。合川東小学 　▲ステージ上の児童と紙テープでつながる学生

校の校歌を聞き、自分でも口ずさみながら昔を懐か
しむ学生も多くいました。～合川ことぶき大学「冬期学習会」～

はな こと は ひび たましい
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内
で
演
ず
る
）。
北
秋
田
市
民
俗
芸
能

大
会
、
秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
、

市
内
地
域
行
事
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
阿

仁
中
祭
で
の

郷
土
芸
能
発

表
に
協
賛
。

▽
平
成
７
年

３
月
６
日
指

定
文
化
財

▽
資
料
／
北

秋
田
市
教
育

委
員
会
作
成

資
料
、「
広
辞
苑
」、
保
存
会
聞
き
取
り

ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

○
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会

　
芸
能
を
一
同
に
集
め
て
市
民
に
公
開

す
る
こ
と
で
、
民
俗
芸
能
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
振
興
及
び
保
存
と
伝
承

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
北
秋
田
市
の
伝
統
芸
能

　
市
内
で
最
も
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
る

芸
能
は
、
獅
子
踊
り
、
駒
踊
り
、
奴
踊

り
で
す
。
由
来
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、

佐
竹
侯
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
さ

れ
た
と
き
、
家
臣
が
君
主
を
慰
め
る
た

め
に
考
案
さ
れ
た
道
中
芸
が
ル
ー
ツ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

72

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　（
民
俗
芸
能
）

○「
荒
瀬
獅
子
踊
り
」

　
◇
所
在
地　
北
秋
田
市
阿
仁
荒
瀬　

　
◇
管
理
者　
荒
瀬
獅
子
踊
り
保
存
会

〈
内
容
〉

　
大
名
行
列
を
模
し
た
も
の
に
獅
子
舞

を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
女
獅
子
を

め
ぐ
っ
て
二
頭
の
雄
獅
子
が
争
う
姿
を

演
じ
ま
す
が
、
獅
子
踊
り
の
ほ
か
に
、

ぶ
っ
こ
み
、
棒
、
駒
、
道
化
万
歳
が
つ

い
て
い
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
秋
田
佐
竹
の
殿
様
の
参
勤
交
代
の
道

中
に
踊
る
と
と
も
に
、
先
祖
の
霊
を
慰

め
る
た
め
に
踊
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。（
火
災
の
た
め
資
料
を
消
失
）

　
天
保
大
飢
饉
以
降
は
一
時
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、
明
治
25
年
（
１
８
９
２

年
）
頃
に
再
興
し
、
保
存
会
が
結
成
さ

れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
道
護
（
サ
シ
モ
）
は
大
名
行
列
を
模

し
た
も
の
で
、
行
列
で
行
進
し
な
が
ら

踊
り
ま
す
。「
ぶ
っ
こ
み
（
大
名
行
列
）、

獅
子
踊
り
、
棒
術
、
道
化
万
歳
」
の
順

で
演
じ
て
い
ま
す
。

◇
毎
年
８
月
13
日
公
開
（
墓
地
、
集
落

○
ち
り
め
ん
で
作
る
干
支
の
馬

期
日　
３
月
９
日（
日
）、
16
日(

日)

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　
綴
子
公
民
館

講
師　
菊
池
洋
子 

氏

材
料
代　

１
０
０
０
円

定
員　
15
人

持
ち
物　
裁
縫
道
具
、
筆
記
用
具

○
綴
子
の
歴
史
を
語
る
会

期
日　
３
月
９
日（
日
）

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

会
場　
綴
子
公
民
館

講
師　
藤
島
康
一 

氏

参
加
費　
無
料　
／　
定
員　
15
人

　
郷
土
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
先
生

の
作
品
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
歌

い
、
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
の
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。　

期
日　
３
月
29
日(

土)

時
間　
開
演
13
時
30
分

会
場　
浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　
無
料

　

綴
子
公
民
館
公
開
講
座

申
問
　
　

 

綴
子
公
民
館
☎
62‐

１
４
７
２

芸
能
は
、
獅
子
踊
り
、
駒
踊
り
、
奴
踊

り
で
す
。
由
来
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
て
、

佐
竹
侯
が
常
陸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
さ

れ
た
と
き
、
家
臣
が
君
主
を
慰
め
る
た

　

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

申
問
　
　

 

浜
辺
の
歌
音
楽
館
☎
72‐
３
０
１
４

　▲荒瀬獅子踊り

　

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た
高
校
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
３
月
５
日（
水
）〜
10
日（
月
）

場
所　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
市
民
公
開
講
座
「
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

の
３
回
目
を
開
講
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
12
日(

水) 

13
時
30
時
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

演
題　
「
中
世
に
お
け
る
阿
仁
」

講
師　
合
川
地
方
史
研
究
会

　
　
　
顧
問　
福
岡
龍
太
郎 

氏

参
加
費　
無
料　
※
申
し
込
み
不
要

日
時　
３
月
14
日(

金) 

14
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
「
わ
か
ち
愛
の
こ
こ
ろ
と
ご
近

　
　
　
　
所
力
を
確
か
め
る
」

講
師　
鳥
居
一
頼 

氏

　
　
　
（
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

参
加
費　
無
料　
／　
定
員　
50
人

　
合
川
公
民
館
公
開
講
座

　
「
第
３
回
合
川
ろ
ば
た
講
座
」

申
問
　
　

 

合
川
公
民
館
☎
78‐
２
１
１
４

　
森
吉
公
民
館
公
開
講
座

　
「
鳥
居
先
生
の
ハ
ー
ト
フ
ル
講
話
会
」

申
問
　
　

 

森
吉
公
民
館
☎
72‐

３
２
５
９

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
展
示

申
問
　
　

 

生
涯
学
習
係
☎
62‐

１
１
３
０

と
り
い

か
ず
よ
り
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高齢者の暮らしを社会みんなで支える 介護保険制度介護保険制度

介護サービスを利用するときは、「要介護認定」が必要となります。
「要介護認定」とは、「どのくらい介護サービスが必要か」などを判断するための審査です。

　２．介護サービス利用までの流れ

　申請の窓口は、市の介護保険係です。手続きはご本人やご家族のほか、地域包括支援センター、居宅
介護支援事業者、介護保険施設に依頼できます。申請の際は、「介護保険被保険者証」（※40～ 60 歳の方
は健康保険の保険証）が必要です。

●認定調査・・・認定調査員がご自宅等を訪問し、心身の状態や日中の生活、家族・居住環境などについ
て聞き取り調査を行います。
●主治医の意見書・・・市の依頼により主治医が意見書を作成します。
認定調査の結果と主治医の意見書を基に、市の「介護認定審査会」で審査・判定します。

　介護認定審査会の認定結果は、郵送で通知します。認定は要支援１・２から要介護１～５までの７段
階及び非該当に分かれています。要介護度に応じて、利用できる介護サービスや介護保険で認められる
月々の区分支給限度基準額などが異なります。

　介護サービスを利用する場合は、サービス計画書（ケアプラン）の作成が必要となります。「要支援１
・２」の場合は介護予防サービス計画書を地域包括支援センターへ、「要介護１」以上の場合は介護サービ
ス計画書を介護支援専門員（ケアマネジャー）のいる居宅介護支援事業者へ作成を依頼します。 認定結果
を基に、ケアマネジャーがサービスをいつ、どれだけ使うか計画します。

　サービス事業者と契約を結んだ後、ケアプランに基づいた様々な介護サービスが利用できます。利用
料は、原則として介護サービスを使った金額の１割です。 

　①申　請

　②要介護認定

　③結果の通知

　④介護（介護予防）サービス計画書の作成

　⑤サービス利用の開始

　介護保険制度は高齢者の増加に伴い、介護の負担をご家族だけでなく社会全体で支えあうことを目的
として、平成 12 年 4月から始まりました。市区町村が運営し、加入者（40 歳以上の方）全員が保険料
を納めます。65歳以上の方と 40～ 64 歳の方で要介護認定を受けた方には保険証が交付されます。

　１．介護保険のしくみ

北秋田市

被保険者介護サービス提供事業所 ⑥費用の支払い（１割）

⑤サービスの提供

⑧費用の支払い
（９割）

⑦費用の請求 ①保険料を納める
③要介護認定の申請

②保険証の交付
④要介護認定の通知

北秋田市役所
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　申請者はサービス事業所と契約を結び、ケアプランに基づいた下記のサービスが利用できます。施設
に入所する場合は、利用者が直接申し込んで契約を結びます。

　３．介護サービスの種類

・・・自宅を中心に利用するサービスです。　主な居住サービス　
訪問介護（ホームヘルプ）
訪問入浴介護
訪問リハビリテーション

居住療養管理指導

訪問介護

通所介護

通所リハビリテーション
短所入所生活介護
（ショートステイ）
福祉用具貸与

福祉用具購入

住宅改修
特定施設入居者生活介護

ホームヘルパーが訪問し、身体介護や生活援助を行います。
移動入浴車などで訪問し、入浴の介助を行います。
リハビリ（機能回復訓練）の専門家が訪問し、リハビリを行います。
医師・薬剤師・歯科衛生士・管理栄養士などが、療養上の管理及び指導を行
います。
看護師などが訪問し、床ずれの手当や点滴の管理などを行います。
デイサービスセンターでの食事・入浴などの介護やリハビリを日帰りで受け
ることができます。
介護老人保健施設などでリハビリを日帰りで受けることができます。
特別養護老人ホームなどに短期間入所し、入浴・排せつ・食事等の介護サー
ビスを受けることができます。
車いすや特殊寝台などの 13種類の福祉用具を貸し出します。
ポータブルトイレなどの５種類の福祉用具の購入費が、保険給付の対象にな
ります。
生活環境を整えるための小規模住宅改修に対し、住宅改修費が支給されます。
有料老人ホームで食事・入浴などの介護やリハビリを受けることができます。

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設
（老人保健施設）
介護療養型医療施設

自宅での生活が困難で常に介護が必要な方が、日常生活上の支援や介護を受
けることができます。
状態が安定している方が、在宅復帰できるようにリハビリを中心としたケア
を受けることができます。
介護体制の整った医療施設で、医療や看護などを受けることができます。

・・・施設に入所して受けるサービスです。　施設サービス　

・・・住み慣れた地域で暮らしながら受けるサービスです。　主な地域密着型サービス　
認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）
認知症対応型通所介護
（認知症デイサービス）

小規模多機能型居住介護

認知症の方が共同で生活できる場（住居）で、食事・入浴などの介護や支援・
機能訓練を受けることができます。
認知症の方が、食事・入浴などの介護やリハビリを日帰りで受けることができ
ます。
通所を中心に、利用者の選択に応じてサービスを組み合わせ、多機能な介護
サービスを受けることができます。

　介護サービスのうち、居住サービスを利用する場合には１か月に利用できる限度額が決められています。
平成 26年４月１日からの消費税引き上げに伴い限度額が変更となりますが、平成 26年３月 31 日以前に
発行した介護保険被保険者証については、再発行せずに改定後の限度額に読み替えて対応することになり
ますので、そのままご利用できます。※円ではありませんので、ご注意ください。

３月31日まで

４月１日から

要支援１
4，970

5，003

要介護５
35，830

36，065

要介護４
30，600

30，806

要介護３
26，750

26，931

要介護２
19，480

19，616

要介護１
16，580

16，692

要支援２
10，400

10，473

区分

～要介護（要支援）認定を受けている方へ～『区分支給限度基準額』が変更となります

　　高齢福祉課介護保険係　☎62-1112問

（単位）
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前売

秋田県の通常レベルを超える
数値は観測されていません。

（単位：マイクロシーベルト毎時）
※県の通常レベルは0.022～0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.05
0.05
0.05
0.02
0.03

測定結果

市内環境放射線量測定結果市内環境放射線量測定結果
空間線量調査（２月12日測定）空間線量調査（２月12日測定）

　　　　生活課環境係　☎62-1110問

申問

食育ボランティア食育ボランティア

問

心の交流サロン心の交流サロン

　　　　健康推進課　☎62-6666問

笑いヨガで輪・和・話笑いヨガで輪・和・話

前売

前売

前売
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健
康　
　

  

健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
３
月
３
日（
月
）、10
日（
月
）、

17
日（
月
）、24
日（
月
）、31
日（
月
）

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

　
３
月
の
乳
児
健
診・相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
３
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
11
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
３
月
25
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
25
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
３
月
６
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
25
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
３
月
14
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
25
年
２
月
生
ま
れ
の
子

３
月
生
ま
れ
の
子

健
康
相
談

場
所
／
期
日

▽
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー　
３
月
６
日（
木
）

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー　
３
月
13
日（
水
）

▽
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー　
３
月
20
日（
木
）

▽
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー　
３
月
27
日（
木
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　
健
康
相
談
、血
圧
測
定
な
ど

持
物　
健
康
手
帳（
初
め
て
の
方
は
不
要
）

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
３
月
14
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
会
で
す

（
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
に
じ
い
ろ
り
ぼ
ん
」

期
日　
３
月
７
日（
金
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
自
由
遊
び
や
絵
本
読
み
聞
か
せ
等

対
象　
未
入
園
児
と
保
護
者

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

精
神
保
健
相
談・老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
３
月
６
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
５

献
血
日
程

献
血
日
程

■
３
月
13
日（
木
）全
血【
鷹
巣
地
区
】

　
北
秋
田
地
域
振
興
局

　
10
時
〜
12
時
20
分

　
北
秋
田
市
商
工
会

　
14
時
〜
15
時
　

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山
荘

　
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

武
内
ゆ
い
と

小

前

な

な

三
澤
こ
た
ろ
う

岸
野
た
い
が

佐
藤
そ
う
や

前
田
ゆ
た
か

相
馬
ゆ
う
し

佐
藤
ひ
か
る

三
浦
ゆ
う
せ
い

成
田
ゆ
う
た
ろ
う

相
馬
え
い
た

清
水
や
ま
と

成

田

あ

き

津
谷
こ
の
か

佐
藤
あ
い
と

綴
子
上
町

伊

勢

町

高

村

岱

舟

見

町

伊

勢

町

前

野

高

村

岱

大

町

太
田
屋
敷
後

旭

町

高

村

岱

前

野

新
屋
敷
町

高

野

尻

前

野

　　
　
　
　

問

３
月
１
日
〜
７
日
は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」で
す

　
受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
病
気
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
救
う
た
め
、

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
の
う
え
、対
象
年

齢
内
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
麻
し
ん
風
し
ん
第
２
期（
年
長
児
）

▽
二
種
混
合（
小
学
６
年
生
）

※
接
種
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。
接
種
期

限
を
過
ぎ
る
と
接
種
料
金
が
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー

各
教
室
参
加
者
の
募
集

▽
の
び
の
び
運
動
教
室

開
催
日　
毎
月
各
場
所
で
１
回

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
鷹
巣
・
合
川
・
森
吉
・
阿
仁
の
各
保
健

セ
ン
タ
ー
、前
田
公
民
館
、大
阿
仁
出
張
所

内
容　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
に
関
す
る
体
操
、お
口
の
健
口
体
操
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

対
象　
70
歳
以
上
の
方　
参
加
費　
無
料

▽
は
つ
ら
つ
栄
養
教
室

開
催
日　
毎
月
第
４
月
曜
日

時
間　
10
時
〜
14
時

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
昼
食
づ
く
り
、軽
体
操
な
ど

対
象　

70
歳
以
上
の
男
性
（
一
人
暮
ら
し

の
方
は
65
歳
以
上
）　
参
加
費　
無
料

　
　
　
健
康
推
進
課　
☎
62‐
６
６
６
６
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　　秋田県医師会　☎018-833-7401、秋田県健康福祉部医務薬事課　☎018-860-1405問

の運用が始まります

「あきたハートフルネット」

北秋田市民病院

大館市立総合病院

秋田市内の参加医療機関

共有共有

①医師等から説明
②同意書の提出
③情報登録（※）
④登録カードの発行
※あきたハートフルネット参加医療機関のうち、患者さんが
　通院している医療機関のみで情報共有します。

地域のかかりつけの
診療所など

共有共有

「あきたハートフルネット」とは
　県内の病院間で患者さんの診療情報を共有する
ネットワークです。医療機関同士の連携がスムー
ズになるため、どこに住んでいても
一貫した質の高い医療を
受けられます。

北秋田市民病院で登録を開始します

 ４月１日から 

①手術後に転院する場合や、退院して在宅医療を受ける場合など、きめ細かい
　医療の継続が可能です。
②複数の医療機関にまたがる情報が共有できるので、適切な治療やアドバイス
　を受けやすくなります。また検査や投薬の重複を防ぐことにもつながります。
③医療体制が十分でない地域であっても、大きな病院で受けた検査結果や画像
　などを閲覧できることにより、先進的な医療サービスの恩恵を受けることが
　可能になります。

患者さんのメリット

　ネットワークに参加している医療機関では、患者さんの同意を得て、診療情報の
登録を無料で行っています。北秋田市民病院でも４月１日から登録を開始します。
ご理解とご協力をお願いします。

　　北秋田市民病院　地域医療連携室　☎62-7001問

登録の流れ

秋田県マスコット
スギッチ

Ｈ250044
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自治会・職場・仲間・家族などの団体
ポスターを差し上げます（30人以上の場合はの
ぼり旗をお貸しします）※数に限りがあります
当日に参加報告書を回収してくださる方
申込み用紙は市役所・各総合窓口センター・各
体育館・各公民館に設置してあります

募 集 団 体
協 力 特 典

募集スタッフ
申 込 み

午前０時～午後９時まで午前０時～午後９時まで

協力団体会議、住民説明会の開催案内
イベント・プログラム紹介・参加方法など

４月号
５月号

チャレンジデー参加協力団体・協力スタッフの募集についてチャレンジデー参加協力団体・協力スタッフの募集について

　　　　　　　チャレンジデーのルールでは参加報告は　　　　　　と決
まっています。保育園児、小・中学生、北鷹高校の生徒には、
休み時間や放課後などにご協力をお願いする予定ですので、
報告の際に重複しないようにご注意ください。

　　教育委員会スポーツ振興課　☎６２-３８００　　教育委員会スポーツ振興課　☎６２-３８００

チャレンジデーの情報を広報でお知らせしますチャレンジデーの情報を広報でお知らせします

　　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

　

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う　

　
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
に
は
、
一
人
一
人
が
慌
て
ず

に
適
切
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
す
。

●
肝
心
な
の
は
日
頃
か
ら
の
備
え

①
安
否
確
認
の
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

②
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
に
支
障
が
な

い
家
具
配
置
に
し
ま
し
ょ
う

③
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
品

な
ど
の
非
常
用
品
を
置
く
場
所
を
決
め
て

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

●
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は 

①
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
、
安
全
な

空
間
に
身
を
寄
せ
、
自
分
の
身
の
安
全
を

確
保
し
ま
し
ょ
う

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
、
火
の
元
を

確
認
し
、
出
火
し
た
時
は
落
ち
つ
い
て
消

火
を
し
ま
し
ょ
う

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
頭
巾
で
頭
を
守
り
、
速

や
か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う

④
一
人
暮
ら
し
の
老
人
や
身
体
の
不
自
由

な
人
な
ど
に
声
を
か
け
、
近
所
と
協
力
し

助
け
合
い
ま
し
ょ
う

⑤
携
帯
ラ
ジ
オ
や
行
政
な
ど
か
ら
の
情
報

を
基
に
、
正
確
な
情
報
を
自
ら
が
入
手
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑥
自
動
車
運
転
中
に
地
震
が
発
生
し
た

ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
駐
車
し
（
鍵
を

つ
け
た
ま
ま
、
ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
な

い
）、
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
地
震
情
報
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
危
機
管
理
係　
☎
62‐
６
６
０
２

北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐1
2
4
5

　

国
民
年
金
後
納
制
度
の
お
知
ら
せ

　
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
平
成
16
年
４
月
以
降
分
の
後
納
保
険
料

の
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
納
付
書

に
記
載
さ
れ
た
使
用
期
限
（
平
成
26
年
３

月
31
日
）
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な

か
っ
た
方
に
は
、
新
し
い
加
算
額
の
納
付

書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
鷹
巣
年
金
事
務
所　
☎
62‐
１
４
９
７

　

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習

期
間　
３
月
17
日（
月
）〜
18
日（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

内
容　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
、
表
の
作

成
と
簡
単
な
計
算
式
の
取
得

対
象　
エ
ク
セ
ル
関
数
初
心
者
と
中
級
者

定
員　
10
人　
テ
キ
ス
ト
代　

１
２
６
０
円

申
込
締
切　
３
月
10
日（
月
）

　
　
鷹
巣
技
術
専
門
校　
☎
84
‐
８
３
５
１

お
知
ら
せ

「１人１回」「１人１回」

５５ 2828月 日（　 ）水水
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※申請用紙は、教育委員会総務課のほか
各総合窓口センターで受け取れます。

　市が行う無利子の奨学資金貸付制度です。学業
成績が優秀で、経済的理由により就学が困難な方
に対し、審査を経て学資を貸与するものです。

【貸付用件】

【申込期間】
【募集人数】
【貸 付 額】

【貸付期間】
【返済方法】

本年４月に大学、短大、高校、高等
専門学校に進学又は在学する方
４月１日（火）～４月 30日（水）
若干名
短期大学生／大学生　月額35,000円

高校生／高等専門学校生　月額20,000円
在学する学校の正規の最短修業期間
卒業後に６ヵ月据置し、貸付期間の
２倍の期間内に月賦返済

※秋田県育英会など他団体でも奨学金制度があり
ますが、複数の団体からの奨学金貸与を認めない
ものもありますのでご注意ください。

問 申

北秋田市奨学生を募集します
　旅券法の一部改正に伴い、平成26年３月20日か
ら氏名（姓名）や本籍地の都道府県名が変わった場
合のパスポートの訂正方法が変更となります。これ
までの記載事項を訂正する方法でなく、「記載事項
変更旅券」という新たなパスポートが導入されます。

　なお、「記載事項変更旅券」ではなく、新しいパ
スポート（10 年または５年）を申請していただく
こともできます。
　また、すでに訂正されたパスポートをお持ちの方
でも、新しいパスポート（10 年または５年）を申
請していただくことができます。
　詳細についてはお問い合わせください。
問

パスポートの訂正方法が変わります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　とは
　○パスポート番号が変わります
　○有効期間は元のパスポートの有効期間満了日
　○手数料６,０００円が掛かります

「記載事項変更旅券」「記載事項変更旅券」

お
知
ら
せ

　
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

　
一
覧
表
」
の
配
布
に
つ
い
て

　
広
報
き
た
あ
き
た
３
月
号
の
配
布
と
一

緒
に
一
覧
表
を
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
的
な
ご
み
の
分
別
方
法
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、「
小
型
電
化
製
品

の
回
収
」、「
集
積
所
に
出
せ
な
い
ご
み
の

処
分
方
法
」、「
問
合
せ
が
多
い
事
項
」
に

つ
い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
の

有
効
活
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
生
活
課
環
境
係　
☎
62
‐
１
１
１
０

　
交
通
遺
児
育
成
資
金
の
お
知
ら
せ

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ（
ナ
ス
バ
）
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
被
害
者
の

方
へ
「
交
通
遺
児
育
成
資
金
」
の
無
利
子

貸
付
、
事
故
に
よ
る
重
度
後
遺
障
害
者
の

方
へ
「
介
護
料
」
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
自
動
車
事
故
対
策
機
構
秋
田
支
所

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
３‐
５
８
７
５

　
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫

　
読
み
終
わ
っ
た
絵
本
や
ご
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
絵
本
を
「
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

文
庫
」
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
贈
さ

れ
た
絵
本
は
、
配
布
を
希
望
す
る
幼
稚
園

や
保
育
園
等
で
再
活
用
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
企
画
振
興
部
総
合
政
策
課

　
　
　
　
☎
０
１
８‐
８
６
０‐
５
２
０
０

　
平
成
26
年
度
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

　
介
護
予
防
支
援
講
座
の
参
加
者
募
集

　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
介
護
予
防
講
座
鷹
巣

会
場
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
容　
介
護
保
険
・
健
康
・
栄
養
・
運
動

・
趣
味
・
認
知
症
予
防
な
ど
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
く
ら
し
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
や

健
口
体
操
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

期
間　

４
月
か
ら
１
年
間
（
月
２
回
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

主
会
場　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

費
用　
無
料
（
講
座
内
容
に
よ
っ
て
は
材

料
費
等
の
負
担
が
あ
り
ま
す
）

募
集
定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
３
月
20
日（
木
）
ま
で

※
平
日
限
り

　
　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド　
☎
60
‐
１
３
３
５

　
就
職
先
未
内
定
者
へ
の
集
中
支
援

　
秋
田
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
県
内

各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
３
月
末
ま
で
の

期
間
中
、
今
春
卒
の
学
生
と
生
徒
及
び
保

護
者
の
方
を
対
象
に
「
未
内
定
者
へ
の
集

中
支
援
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
学
卒

集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
支
援
内
容
】

▽
求
人
情
報
の
提
供
▽
応
募
書
類
の
添
削

指
導
▽
面
接
指
導
▽
個
別
求
人
開
拓
な
ど

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
60
‐
１
５
８
６ 

け
ん
こ
う
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市営住宅入居者募集

【現地案内の日時】　第１回　３月４日（火）又は５日
（水）／第２回　３月 17日（月）又は 18日（火）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込みいた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

　　都市計画課都市計画住宅係　☎72̶5246問

①南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱 13‐2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額 13,700～26,900円
トイレ：汲取　給湯 : 無　浴室：浴槽無
②胡桃館団地･･･綴子字胡桃館 2★
簡易耐火２階建３ＬＤＫ　月額 16,200～31,800円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
③林岱団地･･･八幡岱新田字林岱 89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 9,700～19,000円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無
④田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢 5‐6
木造２階建４戸建２ＬＤＫ　月額 19,500～38,400円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費 400円）
⑤冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱 94‐1
木造平屋２戸建２ＬＤＫ　月額 17,900～35,100円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
⑥三両団地･･･阿仁水無字寺後 1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額 11,100～20,400円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有
⑦畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏 147
木造平長屋５戸建１ＬＤＫ　月額 19,800～38,900円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス　（共益費 200円）
⑧サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱 51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額 41,500円
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有　（共益費 800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【受付期間】　第１回　３月３日（月）～７日（金）
第２回　３月 14日（金）～ 20日（木）※土日除く 
※第２回の募集住戸については、３月 12日以降にお
問い合わせください
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

国家公務員採用試験のお知らせ

国税専門官／労働基準監督官採用試験
【受験資格】
①昭和 59年４月２日から平成５年４月１日生まれ
の者
②平成５年４月２日以降生まれで次に掲げる者
　▽大学を卒業した者及び平成 27年３月までに大
　学を卒業する見込みの者
　▽人事院が同等の資格があると認める者
【一次試験】
　日時　６月８日（日）
【申込方法及び申込先、申込期間（受信有効期間）】
　原則としてインターネットで申込みください。
　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　４月１日（火）９時～４月 14日（月）まで
【問い合わせ先】
　国税専門官について
　　仙台国税局人事第二課試験研修係
　　☎０２２‐２６３‐１１１１
　労働基準監督官について
　　秋田県労働局総務部総務課人事係
　　☎０１８‐８６２‐６６８１

総合職試験（院卒者・大卒程度）
【一次試験】
　日時　４月 27日（日）
【申込期間】
　４月１日（火）９時～４月８日（火）
一般職試験（大卒程度）
【一次試験】
　日時　６月 15日（日）
【申込期間】
　４月９日（水）９時～４月 21日（月）
【共通事項】
【申込方法】
　インターネットで申込みください。詳しい内容
については、お問い合わせください。
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
【問い合わせ先】
　人事院東北事務局第二課試験係
　☎０２２‐２２１‐２０２２
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お
知
ら
せ

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

日
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

電話番号
60－1055
69－7311
69－5300
72－4501
63－0105
82－2351
62－2882
63－0515
62－1155
63－2700
60－1055
78－3161
62－1101
62－7001
62－1400
62－1146
62－2261
72－4501
63－0105
82－2351
63－2700
62－1101
62－7001
62－1155
63－0515
78－3161
69－7311
62－1146
62－7001
62－2261
62－1400

医 療 機 関 名
う え だ ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
毛利整形外科クリニック
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
藤 原 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
たむら内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
国民健康保険合川診療所
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
石川耳鼻咽喉科医院
奈 良 医 院
津 谷 内 科
米 内 沢 診 療 所
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
国民健康保険合川診療所
児玉内科クリニック
奈 良 医 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
石川耳鼻咽喉科医院

（診療時間18：30 ～ 21：00）
夜間当番医（　）日程表夜間

診療

　　市民課市民係 ☎62̶1114、合川総合窓口センター ☎78̶2112
森吉総合窓口センター ☎72̶3115、阿仁総合窓口センター ☎82̶2112

　市では、３月末から４月初めの転出・転入者が多くな
るこの時期に「日中は市役所に行けない」という方のた
めに、電話等で申し込みのあった場合に限り、平日の窓
口業務の時間延長を行いますのでご利用ください。

３月17日（月）～４月11日（金）
※土日を除く
午後７時まで
北秋田市役所市民課市民係
及び各庁舎総合窓口センター
（前田・大阿仁出張所を除く）
転出・転入届／住民票や印鑑証明の発行
戸籍等の届出・発行／税証明書の発行

実施期間

延長時間
場 所

取扱業務

※関係機関等への連絡が必要な手続きについては、事前に
申し出ください。

問

市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します
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総人口　35,397人（76人減）【155人（14人減）】
男　　16,532人（37人減）【 24人（1人減）】
女　　18,865人（39人減）【131人（13人減）】
出生　10人【０人】　　転入　37人【１人】
死亡　74人【０人】　　転出　49人【15人】
世帯数 14,374世帯（21世帯減）【149世帯】

人口と世帯数
※１月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比
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「広報きたあきた」に
　広告を載せてみませんか
　市では地域経済の活性化と、新たな自主財源の確保
を目的に、広報紙への有料広告を募集します。
　広報きたあきたは毎月１回、市内約 14,200 世帯へ
配布しています。また、市内の各公共施設や市外の購
読希望者の方へも配布していますので、
市内で事業を営む方には大きな宣伝効果
が期待されます。

▽掲載開始月
▽掲載位置
▽募集枠数

▽掲載規制業種
　及び事業所

（問）総合政策課広報係　☎62̶6608

詳しい内容については３月中旬に
市のホームページへ掲載予定です
ので、ご確認ください。

平成 26年５月１日号から
①裏表紙②お知らせページ
①裏表紙は全面（分割して最大４枠）
②お知らせページは２枠
「北秋田市の広告掲載に関する基準」
に準ずる
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日比野克彦氏講演会

船を作れば、何処かに行ける

徳島県上勝町傍示地区に設置さ
れてある日比野克彦氏のアート
作品です。
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■日　　時　

■会　　場　交流センター　参加無料 ※要申込
■主　　催　北秋田市　
■企画制作　特定非営利活動法人アートＮＰＯゼロダテ

コミュニティステーション　キタキタ　☎84-8510
（お問い合わせ・お申し込み）

３月21日（金・祝）
　開場　13：30　開演　14：00
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民
謡
祭津軽三味線

松田　隆行
三絃小田島流 家元 二代目

小田島　徳旺

【北秋田市】文化会館・中央公民館・合川公民館
森吉コミュニティセンター・日活書店
北秋協販・福助堂
【大館市】大館市民文化会館

前
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■場所 文化会館 ■料金 前売500円 当日800円

３９月■日時 日（日）
開場９:30 開演10：00午前の部

午後の部 開場14:00 開演14：30

（問）文化会館　☎62̶3311
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県道
鷹巣川井堂川線
県道
鷹巣川井堂川線

旧合川南小

合川地区春彼岸の伝統行事

万 灯 火万 灯 火
ま　　　　と　　　　びま　　　　と　　　　び

３月21日（金）
18時30分頃～19時30分頃
※それぞれの場所で時間は異なります

（問）合川公民館
　☎78-2114

場所：
小阿仁川流域

大内沢大内沢


